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木
曽
の
支
配
関
係
木曽の山林が全国の山林中でも特にすぐれた美林であることは周知のことであるが、明治初年にその官民有区分に
関
連
し
て
大
き
な
問
題
を
生
じ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ま
た
有
名
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
地
租
改
正
に
お
け
る
官
民
有
区
分
に
関
す
る
ことを、官庁側の記録を主として述べて糸ようと思う。
そ
の
前
に
、
近
世
に
お
け
る
木
曽
の
概
略
を
記
し
て
お
き
た
い
。
木
曽
は
中
世
以
来
、
源
義
仲
の
子
孫
と
い
う
木
曽
氏
の
領
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
八
年
小
田
原
の
北
条
氏
が
豊
臣
秀
吉
に
降
り
、
そ
の
あ
と
へ
徳
川
家
康
が
封
ぜ
ら
れ
る
と
、
徳
川
氏
の
部
下
と
な
っ
て
い
た
信
州
の
諸
大
名
も
関
東
へ
転
封
さ
れ
、
木
曽
義
昌
は
下
総
の
阿
知
戸
（
い
ま
旭
町
）
へ
移
さ
れ
て
、
一
万
石
を
与
え
ら
れ
た。これで十三代二百五十年にわたる木曽氏の支配が終った。木曽氏は義昌の子義利のとぎに、家康のために改易に
処
せ
ら
れ
て
、
そ
の
家
は
断
絶
し
た
。
秀
吉
は
、
木
曽
を
直
轄
領
に
す
る
と
、
尾
張
犬
山
城
主
石
川
兵
蔵
（
の
ち
備
前
守
）
貞
清
を
木
曽
代
官
と
し
て
、
そ
の
支
配
を
命
じ
た。石川氏は犬山で一万二千石を領していたが、秀吉の命で妻籠城にはいり、木曽谷の支配は、木曽氏時代の旧慣を
守った。民政については、木曽氏の旧臣六人を代官にして数か村ずつを監理させた。山村道祐もその一人であった。
道祐は木曽義昌に従って、下総の阿知戸に赴いたが、間もなく木曽へ帰って石川氏に仕えたものである。その本名は
た
か
と
き
良候、薙髪して道祐と称したのである。
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
（
児
玉
）
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
児
玉
幸
多
Hosei University Repository
関ヶ原の役に、石川貞清は石田三成方に応じ、木曽を制するために、道祐を犬山城に抑留したが、道祐の子の良勝
ら木曽氏の旧臣は家康方について、木曽を平定した。役後、家康は山村・干村等の木曽氏の旧臣に、下総の替地とし
て、美濃で一万石を与え、それに木曽谷をも付け加えた。しかし道祐は、木曽は中山道の切所であり、木材の産地で
あるから、蔵入地にするのが至当であると言上したので、家康はそれを容れて、木曽の替地として、美濃で六千一一百
石を与えた。これを合せて一万六千一一百石を、山村・千村の一族親類で配分した。そのうち山村道祐は千三百石、子
の甚兵衛（良勝）が三千石、甚兵衛と千村平右衛門の同心知が合せて一一一千二百石、同心知を一一分して千六百石、合計
して五千九百石が山村宗家の知行である。千村平右衛門が四千六百石、馬場半左衛門が千六百石、残りを山村清兵衛
以
下
七
名
に
配
分
し
た
が
、
の
ち
寛
永
二
年
に
、
山
村
・
千
村
同
心
知
の
う
ち
、
千
村
九
右
衛
門
と
原
藤
兵
衛
へ
二
百
石
ず
つ
分
け
た
の
で
、
山
村
宗
家
の
分
は
五
千
七
百
石
と
な
っ
た
。
ま
た
山
村
清
兵
衛
以
下
七
名
へ
、
九
右
衛
門
と
藤
兵
衛
を
加
え
て
久
為
利
九
人
衆
と
い
った。その知行の大部分が美濃国恵那郡久々利村にあったためである。
な
お
こ
の
と
き
、
道
祐
は
木
曽
代
官
を
命
ぜ
ら
れ
、
福
島
の
関
所
を
預
け
ら
れ
た
が
、
家
康
が
五
千
九
百
石
で
は
木
曽
を
守
る
に
は
小
禄
で
あ
る
と
し
て
、
木
曽
で
年
々
白
木
六
千
駄
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
道
祐
は
ま
た
辞
し
て
、
木
曽
は
元
来
田
畑
が
乏
し
く
百
姓
が
飢
渇
に
苦しむ地であるから、願わくはこれを百姓に給せられたいと言上したので、家康は六千駄を百姓に与え、別に五千駄
を
知
行
同
様
に
下
付
し
た
。
道
祐
は
木
曽
谷
の
民
政
だ
け
で
な
く
、
木
曽
川
・
飛
騨
川
の
材
木
運
送
の
こ
と
も
命
ぜ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
石
く
れ
き
川貞清の時代の例に従った。なお山村氏と並ぶ千村平右衛門は伊那代官を〈叩ぜられて、伊那の榑木山を支配し、また
遠
州
舟
明
村
の
榑
木
山
を
も
支
配
し
た
。
木曽谷一一一十一一か村の総年貢は、石川氏時代より定見取米千六百八十二石五斗五合である。ここは検地をした証跡が
なく、村高がなくて、年貢高だけが定められていた。しかし田地が少ない土地であるから、大豆・蕎麦・稗・小豆等
で代納することが許されていた。その代替率は、大豆は五割増、蕎麦は一倍増、稗は三倍増、小豆は計り換えと定め
られていた。これを村斉の郷蔵に納めた。
年貢として穀類を納入してしまうと、領民の食料がなくなるので、材木を納めて、穀類はその代償として下付して
もらうことになっていた。これが木年貢と呼ばれるものであって、木曽氏時代からのものである。木年貢は檜榑二十
法
政
史
学
第
一
四
号
一一
Hosei University Repository
榑木のうち十五万二千挺は御役榑といい、一挺につき米一一一合を下行する。残り十一万六千百五千八挺は御買榑とい
い、上木一挺に下行米五合、中木には四合、下木には一一合ずつ下付する。土居には馬飼料として、一駄に大豆二升ず
つの割合で下付する。榑木や土居に対して下付する穀類の数量と、先に年貢として納めた量とは村ごとには合致しな
いが、穀類が余分の村から不足の村へ廻す。
木年貢は信濃では伊那郡遠山地方でも行われ、飛騨でも行われていたものである。なお木曽谷でも、すべての村が
木年貢を納めたわけではなく、木年貢を納めた村でも、榑木だけを納める村、土居だけを納める村があった。慶長十
三年に山村良勝が上田村へ出した割付状は次ぎのごとくである。
上田村毎年可一一相勤一条々之事
一
弐
拾
五
石
四
升
六
合
本
百
姓
年
貢
る。
ど
ゐ
一ハ万八千百五十八挺と、土居四千一一一百五十一一駄である。榑木とは材木を蜜柑劃にした八℃ので、長さは五尺一一寸、断面
は梯形をなし、一一一方が囚寸、腹が一一寸五分の材であった。土居は長さが一一一尺一一一寸、三方が九寸、腹が囚寸の材であ
弐石五斗〈
残八石四斗七升八合
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弐
石
七
斗
三
升
三
合
甚
左
衛
門
手
作
分
二
出
壱斗弐升五合
肝
煎
屋
敷
分
二
引
弐斗〈
寅
ノ
流
分
二
引
残
弐
拾
壱
石
九
斗
八
升
八
合
毎
年
ノ
物
成
此内六石五斗八升一一一合ノ分一一〈大豆九石八斗七升五合二て紬、右ノ外〈有合ノ雑穀迄米二直シテ納
拾
石
九
斗
七
升
八
合
わ
き
百
姓
此
内 此内
あらい６も木原ノ百姓困窮一一付免
毎
年
ノ
物
成
三
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右之外中野分、出尻分之年貢、福島・黒川よりの書上のことく可レ納候、以上、
一
五
石
五
斗
〈
毛
付
馬
ノ
物
成（居）
一
六
拾
駄
〈
月付之土井、川井汐馬籠迄相届ヶ申候、
此飼料大豆壱石弐斗〈、但し壱疋一一付弐升づ上毎年うけ取尤候事、
一
三
千
丁
〈
御
役
榑
ノ
木
但壱丁一一付三合づ上、
一
三
千
丁
〈
御買榑
但壱丁一一付、上木〈五合、中木〈四合、下木〈弐合ヅ、、付、夏冬両川壱川二候間、右之榑木毎年五月以前
一一わり出シ尤候事、
一
拾
人
〈
よ
き
役
但いにしへ〈七人也、
（直）
｜我等用所之材木も候〈図、有様之ね――可レ取候間、其村下代方より代物急度請取可レ申候、何と申候共、代物
とらず候者、材木など仕間敷候事、
一、御役木調不し申侯内〈、何方より御銚候木二候共、仕主じく候事、
一下代・肝煎日手間之儀、年中一一壱人一一テ袷人ヅム奉公可し仕候、此外壱人もつかわれまじく侯、右之内一一一人
〈肝煎分也、是〈薪、馬ノ草ノため一一候事、
（狩）
｜御公方御材木川かり之儀、此以前（人数迄相定、田立迄遣候へ辻〈、百姓草臥候由承候間、向後〈人役二罷
出、西光寺より長とろ迄狩届尤候事、
一道橋損候へ（、此方へ不し及二申二『急度再興尤候、過分之儀一一候者、断可一一申上一候、
右之毛付馬之物成之内一一而飯米迄可レ出候事、
一置目ノ儀〈連々書付ヲ以如一一申付侯一何事も相嗜尤候事、
右之条々少も相背候へ（、其人ノ事〈不し及二申一一『肝煎・老百姓曲事二可二申付一侯、佃如レ件、
法
政
史
学
第
一
四
号
四
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道祐は慶長七年死に、その孑良勝が遺跡をついだが、元和元年木曽が徳川義直の領地になるとともに、良勝その子
た
か
や
す
‐
の良安とも尾張家の家臣となった。そのとぎ、同じ美濃衆の千村平右衛門（良重）と馬塲三郎左衛門（利重）とは、
義直について陪臣となることを嫌って江戸へ下ったが、平右衛門は一一一四年過ぎて尾張家へもどり、三郎左衛門は書院
た
か
な
お
番へ番入りして旗本となった。なお山村良勝の一二男良弘も幕臣となって、蔵米一一一百俵の旗本となり、良勝の孫の良尚
も五百石の旗本となり、その子孫の良旺は安永七年に勘定奉行となり、天明四年町奉行となっている。
いずれにしても、山村氏の宗家は、これより尾張家の家臣となり、名古屋に屋敷を賜ったが、福島にも関所の守衛
として屋敷を持ち、また引きつづいて山林の監理にあたり、江戸にも屋敷を有するなど、一般の陪臣とは違った性格
を持っていた。
あった（木曽老続貌）
き
め
に
な
っ
て
い
る
。
この肝煎というのは庄屋名主にあたるものである。下代は後に代官と称したが、大村には二人もあり、小村では一一
村も兼ねる者もあったが、山村氏の家臣で家柄のある者左任ずる例になった。代官は兼務で、それぞれの本務は持っ
ていた。代官に対しては給与として、年貢の一分五厘にあたるものを村々から出させたので、大村ではかなりの額に
なった。また正月には、正月椀飯といって、村役人や百姓たちが代官へ年礼に行き、雑穀類を小袋に入れて持参する
と、代官は濁酒などを呑ませる習慣もあり、代官に吉凶があって人夫が必要であれば、呼びよせて使うということも
あ
っ
た
（
木
曽
老
統
貌
）
。
こ
の
人
夫
を
使
う
こ
と
は
、
先
の
文
書
で
も
、
下
代
は
一
年
に
、
一
人
の
百
姓
を
七
日
宛
使
う
こ
と
が
で
き
る
山林の監理は、多く伐採・運材のことに関するもので、山本より川狩をして、錦織から熱田の白鳥港まで送って、
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五
慶長十三申
五
月
朔
日
山
甚
兵
衛
判
花
押
上
田
村肝煎二郎左衛門殿
（長野営林局・明治十四年西筑摩郡書類全一一一冊之内一）
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享保年とあるのは、享保九年のことであるが、山村氏の権限をさらに縮少し、名古屋より福島に奉行を派遣し、木
曽谷中の宿村のことは大小となく山村氏と立会にて取り扱わせ、山方のことは上松奉行と三方立会とした。また宿☆
村々にあった代官も廃止され、代官へ納めていた村々の納物も当然廃止となり、かわりに、口米が山村氏に給せられ
ることとなった。しかし、元文五年になって、名古屋藩の直接支配の一部を旧に復して、福島の役所を廃し、山村氏
の権限もある程度はもとに戻ったが、享保九年以前の状態にはならなかった。
②
尾
張
藩
の
管
理
法
政
史
学
第
一
四
号
一ハ
そこで名古屋衆の手に渡した。福島には材木役所があり、そこへ名古屋から注文書が来ると、それに従って村々へ割
りあて、付出川下げをして錦織まで流す。ここで綱を張って、流してきた木をとめて筏に組むので、役所が設けてあ
って、山村家の家来数名が詰めている。その関係で、錦織村の貢租も山村家の代官が扱っていた。そして白鳥にも役
所があって、名古屋衆への引き渡しを行った。ところが寛文四年山村良豊のとぎ、これらの支配には手が廻り兼ねる
として、錦織より白鳥までのことは名古屋より支配されたいと願い出て許され、翌五年から山村家は山本のことだけ
を扱い、川狩のことや錦織・白鳥における監理は名古屋より命ずることとなり、上松へも錦織へも奉行が派遣され
所のこと）相立侯事』
時に至候てく、木曽－
ている（木曽考続詔）。
上松に派遣されたのが木曽材木奉行で、名古屋から注文書が来ると、山村家と材木奉行が立合い、山本の仕出は山
村家で監理をして、上松の川狩（材木を流すこと）場で材木奉行に引き渡した。錦織の山村家の役所もこのとき廃止
され、名古屋より役所を立て、錦織材木奉行を派遣することになった。
この山村家が自ら権限を縮少したことは、後になって大いに悔まれたところであって、山村良頑は、「今に至て考
へ候ては、縦ひ手廻り兼候とも、如何様ともいたし、山本より錦織の御役、当方にて特居候はミ原畑役所（上松役
所
の
こ
と
）
相
立
侯
事
も
有
し
之
間
敷
、
其
後
享
保
年
に
至
り
、
山
本
よ
り
御
仕
出
の
御
取
計
も
相
止
、
御
材
木
奉
行
取
計
に
相
成
、
今
時に至候てく、木曽諸事之御締役之様一一心得侯方も有し之鍬に相見え、大患之一つに相成、残懐至極の事也」と述べ
た。
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木曽の山林に対する尾張藩の管理方法をみると、まず山林の種類として、巣山・留山・明山などがある。巣山は鷹
狩に使う鷹に育てる目的で巣鷹を取るのを目的とし、山林のもっとも繁茂した所を選び、一般の立入りを禁じていた。
鷹狩が将軍や大名などに愛好された時代には、巣庵は領主が必要としたもので、一般の者がこれを取ることは禁ぜら
れ
て
い
た
。
慶
長
十
六
年
に
、
山
村
良
勝
が
木
曽
の
岩
之
郷
村
（
い
ま
福
島
町
）
へ
出
し
た
定
書
の
な
か
に
、
次
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
留
山
と
い
う
の
も
、
》
る。木曽山雑話には、
（
長
野
営
林
局
所
蔵
明
治
十
四
年
西
筑
摩
郡
書
類
全
三
ノ
ー
）
こ
の
な
か
の
「
毎
年
お
ろ
し
候
山
」
と
い
う
の
が
巣
山
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
山
村
氏
時
代
で
あ
る
が
、
尾
張
藩
に
も
そ
の
ま
ま
引
き
つ
が
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
木
曽
山
雑
話
（
宝
暦
九
年
撰
述
）
に
は
次
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
木曽惣山之内、木立深き所年々鷹之巣有し之候付、其所を指して勇山と唱来候由、貞享四夘年巡見之節、献上之
御巣鷹、御用にも相成候付、右場所見分有し之、其町間村方汐為一一書上｛境内之分、立木は勿論、下草も不一一刈取一
筈相極、此節が御巣山と唱申候由、右町間村方書上ヶ之侭相用申候付、場所により広狭御座候由に御座侯、
しかし、貞享四年から巣山を設けたというのは明らかに誤りで、恐らくもっと早くから制限の加えられていたもの
であろう。もとより御巣山あるいは御巣鷹山などの名称で、諸藩に設けられていたものである。
留山というのも、諸藩にあって、御立山御立林などともいわれ、山林の保護監理のために伐採を禁止した山林であ
る。
寛文年中、御国奉行佐藤半大夫木曽惣山廻見、所々御材木伐荒し申候躰申達、荻曽山、王滝村鰔川入、上松山内
小川入、野尻山内阿寺入、湯舟沢惣山、須原山内小川入等、木種宜場所之由にて、向後杣不入之筈相成候旨、廷
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
（
児
玉
）
七
御すたか若売侯を、のち々々間出候共、いちるい共に可レ令二成敗一候、売候を聞出し申上候者、ほうび
御巣鷹、此以前別而入二精一一一候やうにと被一一御付一侯間、少も由断仕まじく候事、
御巣騰新巣を見出し候へば、ほうぴ可レ致候間、成程見出し可レ申候、但毎年おろし候山よりも外之はな
れ山にて之儀に候事、
可レ致候事、
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八
宝年中被一一仰出一、此節在御留山之号初り申侯、其以後追々御吟味之上、木種宜所々御留山に被一一仰付一侯、
とある。留山が木種のよい所を選定し、また次第にその場所が増加したことは、保護監理の目的もあるけれども、藩
財
政
の
収
入
増
加
を
計
る
目
的
も
含
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
留
山
の
設
定
は
、
そ
れ
だ
け
領
民
の
自
由
あ
る
い
は
権
利
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
貞
享
元
年
に
は
、
巣
山
と
留
山
の
周
囲
に
さ
ら
に
境
を
立
て
て
立
入
り
を
禁
じ
た
。
こ
れ
を
新
囲
と
も
、
鞘
（
さ
や
）
と
も
い
う
。
す
な
わ
ち
巣
山
・
留
山
の
周
囲
に
あ
る
明
山
の
う
ち
、
木
の
あ
る
所
で
三
町
、
木
の
な
い
所
で
五
町
ま
で
の
区
域
を
、
改
め
て伐採禁止区域としたのである。（日本林制史資料名古屋藩術八四ページ）。木曽山雑話には、
前々御巣山、御留山境内に伐越背之者も御座候付、右御境外取廻し、別に一重御境相立、本御巣山・御留山境へ
伐
越
無
し
之
嫌
に
仕
候
、
是
を
新
囲
と
申
侯
、
村
々
に
て
は
、
物
の
鞘
を
か
け
候
様
一
聯
物
に
御
座
侯
故
、
御
留
山
さ
や
、
御
巣
山
さ
やと申候、当時にては新囲之御境を則御留山・御巣山境に相心得、堅く相守り申儀御座侯、
と
し
る
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
分
が
さ
ら
に
立
入
り
禁
止
区
域
と
し
て
増
加
し
た
わ
け
で
あ
る
。
以
上
の
巣
山
・
留
山
と
そ
の
鞘
と
は
、
藩
有
林
で
あ
る
こ
と
は
異
論
が
な
い
が
、
藩
有
林
と
い
っ
て
も
、
初
め
か
ら
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
藩
の
権
限
で
、
自
由
に
拡
張
で
き
た
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
。
次
ぎ
の
明
山
が
藩
有
で
あ
る
か
民
有
で
あ
る
か
は
大
い
に
問
題
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
は
元
来
領
民
が
自
由
に
立
入
り
し
て
樹
木
を
伐
採
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
の
ち
に
そ
の
一
部
は
、
前
述
の
鞘
山
に
な
り
、
ま
た
明
山
で
も
立
木
な
ど
の
伐
採
が
禁
止
さ
れたのである。面積からいえば、巣山はきわめて小さく、留山がそれに次ぎ、明山がもっとも広大であった。
民有林というべきものは、五賃女山・三賃女山。百姓控山などと呼ばれた種類のものである。正保二年に黒川村が
提出した文書に次ぎのごとく記されている。（木簡古書類日本林制史資料名古屋藩赫）。
一
肝
煎
孫
兵
衛
先
祖
ヨ
リ
代
々
控
来
候
古
山
五
貫
文
分
ソ
、
古
へ
〈
五
百
貫
分
ソ
と
申
所
に
て
、
当
村
山
内
所
々
に
い
り
ま
ぢ
り
一
郷
山
三
貫
分
ソ
、
是
屯
所
々
に
御
座
侯
、
一此外は皆地付山にて百姓控に御座侯、
肝煎孫兵衛が先祖より伝えてきた古山が五貴女山で、次ぎの郷山が三貢女山である。これは木曽氏の遺臣が所有し
御座侯、
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これによると、落としては、木曽には百姓持の山林はないはずであるという考えに基づいて、一斉に村預けを命じ
たのである。百姓には不満もあったに違いないが、村預けにして、以後は屋作木に入用の場合にも許可を得ることを
承諾し、村ごとに請書を提出した（同上一三一一一ページ）。先の文中で注意すべきことは「其村々明山」といっていて、
明山が村念に属していることを述べている点である。また村預けの山林も村有林に近い性格を持ったようである。そ
のとぎの請書に次ぎのごとぎ文言がある。
｜村中家居並板倉・土蔵等新規に取立候分は勿論、只今迄有来候分共に造り直し申候儀、又は柱根継等仕候程
之破損繕普請之義は、たとへ何様之小家に候共、前広に御役所え相伺、可レ任一一御差図一旨、其外軽ぎ破損普
請之義は、勝手次第に仕候様に被一一仰付一、奉畏侯、
明山についても、ほぼ同じ性格があったと考えられ、これは明山の所有権を決定するときの問題になるのである。
なお木曽山雑話には、里山ということの説明で、次ぎのようにいっている。
村里家居近ぎ山をさして里山と申侯、惣て里近ぎ山は木の生立悪敷、地際壱間程上ず枝多く、御材木等に成兼申
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
（
児
玉
）
九
と記している。
ていたところで、四百二十三カ所あったという（徳川義親木曽山）。なおこのほかはふな地付山で百姓控であるといっ
ているのも注意を要するところで、木曽においても百姓持の山林は存していたのである。ところが、享保九年になっ
て、百姓控の山林は村々に預けさせ、樹木の伐採を許可制にした。
すなわち享保九年の山村氏の留帳抜革に、
一十一月三日、百姓控林、向後村え御預之義申渡候、
一谷中百姓共之内控山令一一所持一侯者も有し之由に候、全体木曽之義、百姓控之山林は無し之義に候へ共、其村
斉明山之内を其所之百姓控候様に申なし侯ものと相見候間、百姓共へも右之訳能々被一一申聞一、山林控と申
義相止させ、只今迄百姓控之山林、其村々え御預候間、無し断木一切伐取不し申、若し木不レ切して不し叶
節は、断申達候様に被一一申付一、断相達候は図、無し拠訳聞届、少々伐候義〈可レ被一一指免一候、（日本林制史資
料名古屋藩篇二二一ページ）。
Hosei University Repository
法
政
史
学
第
一
四
号
一○
候、前々里山之内には百姓自分控と称し、其持主の外は、屋作木・薪等も取不レ申場所御座侯処、享保九辰年よ
り百姓控と申儀木曽表にて古来無し之由之御吟味を以、御引揚に相成、則一統之明山に相成申侯、依て濃州分杯
のごとく山林売買之儀、木曽表にては一向無し之筋に相成り申候、
のちに、百姓持の山林の一部が私有を認められ、それを享保度林といった。
こうして、巣山・留山・明山・百姓林などの区別があってる、その区域は、領主の一方的な意志で変更する。藩財
政が困難になるにつれて、留山の範囲が拡大し、明山であった所が留山になり、百姓山であった所が明山にされる傾
向がどこの藩にもあった。そして、山林資源が豊富で、木材が重要な価値を生むところなど、統制がきびしくたり、
藩有林の境域が広められたのである。秋田藩などもそうであったが、尾張藩でもその例外ではなかった。
木曽谷の住民の生活で重要なものは、中山道の木曽谷十一宿を通行する旅行者および荷物の運送・宿泊等に関する
ものと、山林の収得とであった。山林については、榑木と土居を納めて下行米を求める、木年貢と称するものがある
ほ
か
、
前
述
の
よ
う
に
白
木
六
千
駄
を
売
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
岡
附
で
、
名
古
屋
お
よ
び
江
戸
へ
搬
出
し
て
売
り
さ
ば
い
た。六千駄は木曽谷の各村に配分し、その数量は定められていた。これを御免荷物といった。ほかに山村氏が許され
た五千駄の御免木がある。そのほか、村によっては、藩より原材の下付を受けて、檜物・櫛・檜笠・下駄等を製造
し、現地および松本・名古屋方面で売却した。
これらの材木は明山で伐採したのであるが、十分な監理方法を講じていたのではないから、山林がいちじるしく荒
廃した。尾張藩では寛文四年に木曽山を巡見した結果、御免荷物・御免木を廃止して金子で下附する意向を示したの
で、山村氏でも地元村でも不利益と考えて、従来通りに認められるかわりに、運上として、｜駄について銀三匁宛を
上納することになった。これを駒口運上という。御免荷物六千駄では計三百両であった。
このときに、山村良豊から、谷中および山村氏へ下付の御免荷物・御免木廃止に反対の理由を述べているが、それ
には次ぎのようにいっている。御免荷物を廃して金子を下付するのは百姓に好都合のように思われるのであろうが、
現在福島で一か月に六度の市が立ち、信州各地から平均して一か月に二千駄ほどの米・大豆を付け込んでくるのは、
谷中へ下付の御免板と山村家へ下付の白木を付けて、帰り馬の駄賃を取るためであるから、もし御免荷物・御免木が
Hosei University Repository
一切廃止になれば、から馬で帰ることになるので、一月に二千駄来ている米も半分か一一一分の一になるであろう。そう
でなくても年灸信濃米が高直になって谷中が迷惑をしているので、この上高直になっては谷中がつまることになる。
奈良井村の檜物荷物を一切止められることも、田畑のない村のこととて困却する。現在奈良井には千六七百駄下付
されて、まげ物細工とその商売によって町中が渡世をしているので、下付の数量を幾分減じても、止めるのは適切で
はない。また谷中へ下付の六千駄のうち、そぎ板・ふき板・檜物など一千駄内外は名古屋へ出す。福島から中津川ま
で八九か村の宿戈の馬は、ふだんは商人荷物もないので、右の荷物を付けて名古屋へ行き、帰りに塩その他の品物を
買い求めて、それを木曽で売る。この商売のおかげで、宿々の二十五疋ずつの役馬も用意できるのであるから、名古
屋ロへ出す荷物を止められては、宿の役馬を保持することもできなくなる。只今でさえ飼料が高直で馬を持つことが
困難なので、藩より飼料の金子を貸したり、山村家よりも少しずつ貸している状態である。また、木曽谷の年中の塩
その他の品物は残らず名古屋へ板木をつけて行った帰り馬で運ぶので、遠路にしては下直で、どうにかくつろいでい
る。もしこの荷物が止まれば、名古屋から馬が来ても帰り馬に付けるものがないから、すべて格別の高直になるであ
ろう。このように述べているが、これらも効果を奏したのであろう。前述のごとく運上金を納めることですんだ。し
かし白木の直段そのものが次第に安価となって谷中の利益が減じたので、延宝四年に願い出て、三千駄は板子一万枚
に換えて、川下げで錦織へ出すことにした。これによって駒口運上は半減して百五十両となった。残りの三千駄分は、
檜物細具と椹そぎ板にして、上州方面と名古屋へ出した。名古屋へ出す椹そぎ板は、延宝・貞享ごろには、年に三百
四五十駄であった。その牛方宿は中市場彦八郎・伊勢町久左衛門・山崎之孫四郎などという者であった。このころに
は、これらの品も売れ行きがにぶり、値段は下ったうえに、年に三千駄を売りさばくのが困難になってきた（刀留書
日本林制史資料名古屋藩篇八二ページ）。
ところが宝永五年に明山において四木の伐採が禁止され、原材に不足を生ずるようになり、翌年には願い出て、三
千駄分の川下げを止めて、代りに毎年二百両の下付を受けることになり、駒口運上の百五十両も廃止された。下付の二
百両は享保四年に新金百両となったが、これは貨幣改鋳の結果で、実質的には変化がなかった。享保九年には、他の
改革とも関連して、下付金は中止となり、逆に岡付三千駄分の運上百五十両を納めることになった。次いで同十四年
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
（
児
玉
）
一一
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百両の下付が復活し、運上も十二年分より免除されることになった。
しかし岡付荷物の売行きはますます思わしくなく、荷物搬出の許可証として、各村には一定の手形が下付されてい
た
が
、
そ
れ
を
一
年
で
使
い
き
れ
ず
に
不
用
に
な
る
も
の
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
延
享
二
年
に
、
一
一
一
千
駄
の
う
ち
千
八
百
九
十
九
駄
分
は
檜物材料として奈良井・藪原。八沢三か村へ下付し、ほかの一一十九力村と藪原在郷へ下付した八百七十九駄半分は、
一駄九匁の割で貨幣で下付することにし（計百一一一十一両一一一分と銀十匁五分）、残りの二百一一十一駄半は廃止された。
こ
れ
に
よ
っ
て
檜
物
細
工
の
ほ
か
、
白
木
で
搬
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
享保九年には、尾張藩は木曽支配を強化し、山村氏の権限縮少や百姓控山の廃止、寺社領および由緒ある者の免許
地の引上げなどをしたが、さらに同年木曽に検地を行い、従来千六百八十一一石余であった年貢を、二千四百石余に増
加したが、きわめてきびしい検地であった。これらの強圧政策は、享保六年の尾張藩の大洪水、同七年の熱田の洪水
と
大
海
輔
等
に
よ
っ
て
、
大
損
失
が
つ
づ
き
、
同
九
年
に
は
名
古
屋
の
大
火
が
あ
る
な
ど
、
藩
財
政
の
困
難
な
時
期
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
挽
回
に
全
力
を
尽
し
て
い
た
こ
と
が
主
因
で
あ
っ
た
。
国
奉
行
遠
山
彦
左
衛
門
が
簡
略
奉
行
と
し
て
、
思
い
き
っ
た
処
置
を
執
ら
せ
た
も
の
と
い
う
が
、
木
曽
で
は
こ
の
年
は
後
世
ま
で
大
難
の
年
と
し
て
語
り
伝
え
た
（
岐
蘇
古
今
沿
革
志
）
。
元
文
四
年
に
な
っ
て
一
部
を
旧
に
復
し
た
が
、
そ
の
と
ぎ
の
こ
と
を
こ
う
記
し
て
い
る
。
享
保
九
辰
年
検
地
以
来
十
六
年
目
に
当
り
て
、
尾
公
代
替
あ
り
し
や
、
御
簡
略
奉
行
遠
山
彦
左
衛
門
殿
被
レ
引
た
る
か
、
其
外
之
識
証人等代り合し鰍、苛刻之所為を悔悟せしにや、元文四末年に復旧被一一仰出］たり、（同上）
寺社領や由緒地は元文に至って調査の上返付されたものが多かった。しかし百姓控山の村預はそのまま継続した。
次
に
山
林
に
加
え
ら
れ
た
制
限
を
ふ
る
と
、
巣
山
・
留
山
へ
の
立
入
の
禁
止
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
三
年
に
は
、
槙
・
栗
・
松・桂・けやき・とちを伐ることが禁ぜられ、槙皮・檜皮。あすぴ皮その他法度の木の皮をはぐことが禁止されてい
た百本林制史資料名古屋藩篇九四ページ）。これは部分的であったか、宝永五年に改めて、明山において、槍・椹・槙・
明檜の四種の立木を伐ることを禁じた。これは木曽山が荒廃して、尽山になったためとされている。従来これらは年
貢木として伐出していたが、今後、根木・枯木のほかは雑木をもって博・瓦（割木の一種）等にするように命ぜられ
ね
ず
こ
た。さらに一□子保七年に鼠子の本伐が禁止され、合せて五木という。これらは明山に限らず、村だの畑畦・道端におっ
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ても枝葉まで大切にするようになり、百姓は御停止木と称した。このほかに、享保五年に栗の伐採は許可制となり、
同七年に松の本伐が禁止された。元文三年には桂と槻が伐採を禁止された。
この禁令の違犯者に対する処罰は厳重で、寛文九年に槙皮をはいだ蘭村の権右衛門は獄門、妻子は領国中追放に処
せられた。延宝三年には湯舟沢山で檜皮をはいだ徳左衛門が礫になり、妻子は領国中ならびに江戸・京・大坂追放とな
った。もっとも徳左衛門の剥ぎ盗んだのは千三百本に及んだという。いずれにせよ、初めはすべて死罪としていたが、
後に当人家内一統追放とし、さらに過怠牢にしたが、それでは増長する者があるというので、天保十二年に、過怠牢
のほか、木一本につぎ金一両の過料とし、買い求めた者も同様の罪科とした百本林制史資料名古屋藩篇四八一一一ページ）。
こうしたきびしい取締りを受けて、山林を離れては生活ができない木曽谷の住民が明治維新を迎えたのである。明
治維新によって受けた第一の打撃は宿駅制度の廃止であった。宿駅制度は人馬の徴発などで多大の負担をかけてはい
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宿
場
村
も
成
り
立
ち
、
付
近
村
落
民
も
何
ら
か
の
余
徳
に
あ
り
つ
い
た
。
そ
れ
が
忽
ち
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
生
活
上にも大変動を生ずることになった。そこへさらに、山林制度の大変動がおこってきたのである。
②
維
新
後
の
公
有
地
以上のような沿革を持つ木曽の山林はどうなったかが、本稿の主題である。明治維新によって、まず幕府直轄領と
旗本領とが新政府の手に移されると、大蔵省は明治二年に伊豆及び関東の各府県に御林帳の提出を命じ（七月九日
達）、民部省は府県に官林反別を書き上げさせた（七月十日達）。民部省では翌一一一年三月府県に御林帳の様式を頒ち録
上を命じた（達）。このときの府県は旧幕府の直轄地または旗本の上知したところであったが、長野県にも、この様
式によって録上した御林帳が現存している。御林は従来の用語で、官林を意味するものであった。明治四年に廃藩置
県が行われると、新府県に対しても御林帳の提出が求められた。長野県では旧中野県、旧飯山県、旧小諸県などの官
県が行われると、詫
林帳が存している。
御林帳を作成したのは、新政府の官有物を確認することにもなるが、土地の所有権は、旧領主の知行権の対象とな
っていたものは官有物にする原則であったから、この御林帳に載せられたのは、藩有林・地頭林などの山林に限られ
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
（
児
玉
）
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ている。御林帳作成の目的の一は、開発可能かどうかを調べることにあったので、箇所ごとに「土地之様子相糺候
処、先前申送之通、悪地二而開発難一一相成一場所一一者御座候得共、秣場二者相成可レ申場所一一御座候」「土地之様子相糺
候処、土性至而不し宜、其上山尾崎一一而風雨共至当強、下草等も一向生立不し申程之場所一一御座侯間、立木伐払而も、
開発者勿論、萱野等も難一一相成一場所一一御座侯」などと記している。
これは、政府が執った開墾政策に関連するものである。政府は、封禄を失った武士救済の目的と、開墾によって耕
地を増加し、財政の基礎となっていた地租の増徴を計ったので、明治三年九月には開墾規則を定めて、府藩県支配の
うち山林野沼および海岸附寄洲の場所を、自費で開墾することを願い出た者には、村内および近傍村を等の故障がな
ければ、反別五町歩に限って、その管庁において許可することとし五町歩以上の開墾は民部省へ伺いの上施行するこ
ととした（太政官布告第六百一一十）。翌四年八月、荒蕪不毛地の開墾希望者には入札の上地所を払下げることにした（荒
蕪不毛地払下規則）。四年七月に民部省は官林規則を定め、竹木の濫伐を禁じたが、五年六月になると官林の払下を許可
することとし、しかも山林のまま所持するとも、伐木するとも自由とし、公物を私有物に改める趣意であるとした。
これは、前後を通じて、異色のある政策であった。
是迄官林卜唱、伐木差留有し之候山林、都テ御払下一一可一一取計（尤買下之者、余人へ売渡候儀〈勿論、山林ノ侭所
持致シ、又（伐木候トモ可し為一一勝手一訳一一テ、全ク公物ヲ私有物二相改候趣意二付、於二府県一篇ト取調、差支無し
之場所〈、別紙雛形之通、華士族平民並他ノ管内ノ者ト錐モ、広ク入札ノ上、三番札迄相添、当省へ可一一伺出一委
細ノ儀〈左ノ規則一一照準可レ致事、（規則・雛形略、大蔵省達第七十六号）
これは前述の開墾奨励策にも関連するが、同年二月に出された土地永代売買の許可にも関係があるであろう。しか
し公物を私有物に改めることを趣意とするのは異例のものであったから、翌六年に地租改正条例が発布されると、こ
の払下が停止になった（大蔵省達第二百五十七号）。
土地の永代売買許可は、土地所有権を公認したことであるが、その表示方法として地券を発行することになった。
明治五年二月の地券渡方規則によって、地所の売買譲渡のさいには、地券を渡すことにし、従来の持地については追
って渡すことにしたが、同年七月、従来所有の者へもすべて渡すことに改めた。この地券は「地所持主ダル確証」と
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すなわち公有地というのは、官山官原もあれば、入会地もあるが、地価がきめられないので地租もかけられないも
のである。払下希望者があれば、地価もきまるし、持主も確定するから、それまで関係の村為に保管をさせておくと
いうのである。有元正雄氏は、公有地は一種の国有地で、先に出した無制限払下政策に必要な土地を確保するために
公有地を設定したとしている（史学雑誌六十九の九、山林原野における地租改正）。払下げるぺぎ土地であれば、官有地の
一種と考えてもさしつかえないが、払下政策に対応して設定したというのはどうであろうか。先の払下許可令では官
林といっているのに、この公有地の場合では官山官原といって明らかに区別している。ここで官山官原といっている
のは、官林に編入されていない官有地で、おそらく開墾にあてるぺぎ地を予想していたであろう。先の官林払下許可
令では、開墾を直接の目的としていない。官林のままで所持してもよいといい、官物を私有物にする趣旨であるとも
いっている。公有地という名称区分をしたのが、それに対応したとはいえない。
ついで明治六年三月、地所名称区分を更正したが（大政官布告第百十四号）、その区分では、皇宮地・神地・官庁地・
官用地・官有地・公有地・私有地・除税地としてい、先の公有地のなかの官山官原は官有地に移され、公有地は「野
方秣場ノ類郡村市坊一般公有ノ税地又〈無税地ヲ云」と定義されている。しかし私有地にするときには管轄庁がその
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
（
児
玉
）
一五
された（明治五年大蔵省達第一一十五号）。同年九月に追加されたが、その追加された分にある第一一一十四条によると、村持の
山林郊原で地価の定めがたい土地は、反別だけを記した地券へ、従前の貢額を記し、肩に何村公有地と記して、その
村へ渡しておくこと、第三十五条によると、両村以上数村入合の山野は、其村々を組合として、前同様の仕方で、何
村何村の公有地と認めて券状を渡しておくこと、券状は組合村方の年番持等適宜に定めておくことをきめている（大
蔵省達第百二十六号）。
て通達している。
ここに公有地という名称が出てくるが、五年十月の租税寮日報二十二号達をもって、その解説と地所の保管につい
地券渡方規則第三十四条一一公有地トアル〈、従来官山官原或〈村持山秣場等ニテ地価定〆難ク、且従来人民払下
等ヲ出願スルーー非レバ、持主定〆難キモノヲ云、其地券〈関係ノ村々へ下付シ、其地所保管スベキ承諾書ヲ領収
スベシも
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村方に故障がなければ売与する。ただしその村方で買得した地の売買は村方の自由とするとしている。有元氏は、村
方
買
得
地
は
払
下
可
能
地
と
し
、
公
有
地
に
払
下
可
能
地
と
不
可
能
地
が
で
き
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
い
。
公
有
地
を
私
有
地
に
移
す
場
合
の
権
限
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
村
方
買
得
地
は
管
轄
庁
の
権
限
外
に
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
るに過ぎない。のちに村方買得地を村受公有といい、他の公有地を何村公有地と区別したのも、村方で自由に進退で
きる地であるか否かを明確にしたものであって、払下の可能・不可能の別をきめたものではない。
山林の払下にしても、官林と公有地に同じような態度で臨んでいる。六年九月、大蔵省は、官林公有地存置．払下
の区別の取調方を各府県に布達したが（捕順寵）、公有林では立木のある箇所に限っている（怖糊辨桐腋）。筑摩県では、
七
年
一
一
月
に
、
払
下
げ
て
も
差
障
り
の
な
い
箇
所
と
、
伐
木
す
れ
ば
水
源
個
渇
ま
た
は
風
難
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
存
置
す
べ
き
箇
所
を
区
別
し
て
報
告
し
た
が
、
土
木
寮
御
備
山
の
う
ち
、
深
山
嶮
岨
の
場
所
で
、
大
木
が
あ
っ
て
も
節
曲
木
で
用
材
に
は
な
し
が
た
く
、
か
つ
従
前
村
民
が
薪
炭
等
に
伐
木
し
て
き
た
場
所
で
、
長
く
伐
木
を
禁
じ
て
い
て
は
下
方
が
難
渋
す
る
ご
と
き
場
合
は
払
下
分
へ
加
え
た
。
な
お
同
県
伊
那
郡
南
方
の
山
林
は
調
査
が
お
く
れ
て
四
月
に
報
告
し
た
が
、
飛
騨
国
と
木
曽
谷
と
は
、
官
有
地
と
公
有
地
の
区
別
も
判
然
と
し
ていなかったので、調査もおくれた（服慨鞘洲綱鰄勵明）。
ロ
木
曽
山
林
の
処
分
さて、政府は六年七月には地租改正条例を布告し（献救館肺惰二号）、七年十一月には、地所名称区分を改定して官
有地と民有地に大別し、官有地は第一種より第四種まで、民有地は第一種より第一一一種までに区分し、公有地という名
称はなくなった（鍬敵輔怖鞘）。民有地の第一種は、人民各自所有の確証のある耕地宅地山林等で、前に私有地といわ
れていたものである。その第一一種は、人民数人或は数村所有の確証ある学校病院郷倉牧場秣場社寺等の官有地でない
土地ということで、前の公有地が含まれている。同日付の太政官達第百四十三号に、
今般地所名称改定候一一付テハ、従前私有地〈民有地第一種一一編入シ、村請公有地ノ所有ノ確証有し之モノ〈民有
地第一一種一一編入可し致、尤公有卜称候内ニハ各種ノ地所有し之候間、取調ノ都合一一依り、人民ノ幸不幸ヲ生ジ候テ
ハ不都合一一付、従来ノ景況篇卜検査ヲ加へ、官一一可し属モノ〈官有地二編入シ、民一一可し属モノ〈民有地一一編入
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シ、官民ノ所有ヲ難し分モノ（、別紙雛形一一照準坂調、内務省へ可二伺出一此旨相達侯事、
といっている。いずれにせよ、公有地という中間的なものがなくなり、官有地と民有地の二本となった。また民有地
第三種は、明治九年六月の布告八十八号によって、第一種に合せられ、従来の第一一一種が第二種と改められたから、個
人
持
の
地
所
と
、
一
村
ま
た
は
数
村
持
の
地
所
の
、
名
称
上
の
区
別
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
官
民
有
区
分
を
き
め
る
上に心理的な影響があったのではないか、公有地の名称があれば、そのままにできたのが、民有地となり、しかも個
人
持
と
何
ら
の
区
別
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
査
定
官
吏
が
旧
の
公
有
地
を
民
有
地
に
編
成
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
こ
と
に
も
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
の
糸
な
ら
ず
、
公
物
を
私
有
物
に
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
う
た
っ
た
明
治
五
年
の
官
林
払
下
令
を
改
め
て
、
中
央
政府の財源確保を主とする方計に転じてい、大久保利通は自ら地租改正事務局総裁になっていた。
木
曽
は
明
治
九
年
ま
で
は
筑
摩
県
の
管
轄
に
あ
っ
た
が
、
木
曽
の
山
林
に
つ
い
て
は
、
維
新
後
官
林
と
し
て
、
そ
の
伐
採
を
禁
じ
た
の
で、住民はその生計の途を奪われ、かつ宿駅制度の廃止と重なって、生活困難となった。そこで五年五月、筑摩県は
大蔵省へ対して、木曽谷の立木と地所の入札払について伺いをした（服珊繍鮒献鰭棚州が緋）。
信濃国木曽谷官林之儀一一付伺書
当県管糖信濃国筑摩郡木曽谷之儀、村駅三十一一、南北中山道贄川け美濃国境馬籠迄十一駅、道程几一一十里
余、東西几十四五里一一渉リ、東者駒ヶ嶽烏帽千ヶ嶽、西〈飛騨国境御嶽、外高嶺之間一一狭リ、大小山為累続
平坦之寸地も無し之、田畑少、極て辺土僻阪之村落、山稼又者往還之潤肋、塵一一生産之品を震、漸く口を糊
スルーー足り候処、近頃旅行少く、男〈重モーー山稼、女〈生糸櫓笠櫛塗箸等を作業にいたし、細煙を立、罷
在、山々険阻場広一一して、木数反別不し知、猟師も奥を見る不し能程一一有し之、檜・椹・槙・黒部・明檜、是
を五木と唱、樺とも元名古屋藩用材之外伐木厳禁――て、頗る良材多く、加るに鳥井峠台南へ木曽川之流れ急
一一して、勢尾両国之境え注流いたし、材木川下ヶ之便最宜く、元名古屋藩中年々巨万之木数伐出し田川を下
し、美濃国錦織と唱候役所おゐて筏に組、名古屋迄之間数ヶ所見張番所を設け、同所おゐて売却、万を数へ
候益金有し之由、随而下民も伐木・山出し・川流し賃等潤助不し少、両得一一相聞候間、元藩中仕来承糺候処、
伐木中附切り、見張所詰・川筋見廻り取締方とも、元藩之もの時々交代相勤め、総而手重モ之処置二有し之、
木曽山林の地租改正（児玉）
一七
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こ
れ
に
対
す
る
大
蔵
省
の
指
令
は
、
書面木曽官林伐出之儀一一付テハ別段御詮儀も有し之、追而勧農寮官員被一一差遣一侯筈二候得共、右迄之間、最
寄之者共望之場所〈、精々入札払取計、尚可壹一伺出一事
とあって、地所と立木の入札払を許している。これは、前述のごとく、政府が官林の払下げを許す方針を執っていた
時期にあたったためである。しかし、木曽においては、払下げを受けた実例がわからない。同県下の伊那郡では、開
墾地の払下げを受けた例が存しているが、名古屋の商人あたりが入札を拒むほどであったから、木曽谷の者も、積極
的に払下げを求めなかったのであろう。
なお右の伺書のなかで、木曽の明山を官林としていることは注意すべきで、すでに筑摩県では、明山を官林と永な
していたことがわかる。
法
政
史
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方今右様ノ取計〈難一一出来一侯一一付、山元おゐて立木御払之積、名古屋伐木師其外同渡世之もの、望有無相尋
侯処、いづれも広大之山を一一而、損益見留付兼、望無し之旨申立、去迩其侭いたし置候得者、従来稜人共活
計差支、殆難治之情実一一付、勘弁仕候処、皇国中良材産出之山者、衆人木曽を指て唱候程一一付、御用材伐出
し川下ゲ、勢尾之内便利之港汐渡船を以東京え廻漕、於一一土木寮一今般元本丸ヨリ吹上等一円皇居一一被し定、
西丸下太政官初諸省御坂建御治定、且又東京府下焼失跡、練火石一一而御造立之趣一一付、御用材相成候条、工
部省おゐても造船材御備、或〈洋人之御払相成候ハミ格別之御有益、尤木曽山中下民共伐出稼第一之御救
助両全之儀と奉レ存候、右御採用候ハミ伐出賃港迄川下ゲ入用とも取調、猶中上侯様可レ仕、此段相伺候、
以
上
、
（
付
紙
に
「
本
文
港
汐
海
上
運
賃
之
儀
〈
、
御
省
お
ゐ
て
御
調
被
レ
下
度
侯
、
己
但木曽山惣体官林之内、従来明山と唱、其実明山之ヶ所廸区別無し之、有名無実之様を以、農者百姓林之
様相心得、五木櫻を除之外、勝手一一伐木いたし候得者、実生成木いたし候故、轡（海中ノ魚之如く尺る期無
しと所之者申伝、然ルー当県管下一一請取侯上看、右躰摂り成事〈厳敷差止候得共、伐木不し為し致候而者、窮
民活路を失ひ候由一一相聞候間、崖沢谷木を限り、立木地所とも入札御払申付侯積収調中二付、追而委詳可一一
申上一候、
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これに対する租税寮の指令は
書面之趣者無一一余儀一次第二付、差向申立之通取計置、追而望之者有し之候節者、当五月中大蔵省より之布達第七
十六号一一照準可一一取計一侯事、
但従前税納之方法等詳細取調可一一申立一事、
というので、臨機の処置として明山の抜伐を許したのである。大蔵省達第七十六号は、前にしるした、官林払下に関
するもので、払下を受ける資力があれば問題がなかったわけである。なお筑摩県参事永山盛輝は薩摩藩士で、戊辰戦
木曽山林の地租改正（児玉）
一九
さて、この五年二月に、地所の永代売買と地券の制度が公布されたわけであるが、筑摩県でも、管内にそれを布達
し、さらに九月には「地所売買譲渡並従来所持之田畑地券渡方規則」を定めた。これは、二月の大蔵省達第二十五号
による「地所売買譲渡二付地券渡方規則」と、七月の大蔵省達第九十四号による増補分とをもとにして定めたもので
ある。ついで大蔵省達第八十八号、第百九号に基づいて、九月には地券取調掛と付属人とをきめた。坂調掛は筑摩県
権典事黒田直方以下、御雇までの県官吏員であるが、付属人は各郡から一二名ずつを選んだもので、戸長などが選ば
れている。この地券掛のなかに、十二等出仕本山盛徳がいる。
そ
の
間
に
も
、
木
曽
谷
の
住
民
は
、
何
百
年
間
自
由
に
入
っ
て
い
た
明
山
へ
入
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
、
生
活
の
資
を
絶
た
れ
た
の
で、伐採許可を訴えた。先に筑摩県から立木地所の入札払下を伺い、それは許可になったけれども、住民には入札す
る資力もない。そこで筑摩県参事永山盛輝は五年十月、租税頭陸奥宗光へ対して左の伺を提出した。
当県管下木曽谷村斉之儀、深山沢間一一住居之者不し少、所持之田畑無し之、従来明山と唱官林之内抜伐いたし、稠
稼其他笠櫛椀木地等之小細工致し、仕出候駄数一一応ジ、卿税納、右品売代金ヲ以雑穀等買求〆細煙ヲ立罷在候
処、官林右躰狼成儀者差留、御規則一一拠り、仮令パ字ナ限り、亦者谷限り立木御払下可一一願出一旨懇二申諭置候得
共、前顕稿稼又者小細工等致候者共〈いづれも窮迫、余分之木品を一時御払下候力無し之、去迂此侭差置候而者、
眼前生活ヲ失ひ候者出来候而者不一一相済一儀、実一一慨然之至――侯、依而〈為一一御救助一小細工等一一相用候分者、其時
一一官員差出、木数尺廻等明細取調、木毎二極印打渡、相当之伐料ヲ以抜伐申付候様いたし度、此段及一一御問合一
候、以上、
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法
政
史
学
第
一
四
号
二
○
争のときには薩藩の監軍として功があり、明治三年伊那県参事となり、伊那県が廃止ざれ筑摩県となって、その参事
になったもので（同県には県令がいなかった）、八年に新潟県令になった。その後、元老院議官、貴族院議員となり、
一一一十三年男爵になった人である。地租改正のために活躍した地方官の一人で、筑摩県が地租改正に着手することの早
か
っ
た
の
は
彼
の
い
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
。
翌六年十月にも、木曽谷三十一一力村の官林内から細工木や薪炭家作木の抜伐払下を筑摩県から内務省に伺ったが、
そのとぎ県大属黒田直方が出省して実地の陳情をしたとぎ、地理掛では、「苦情無一一余儀一相聞へ、下方歎願書趣一一テ
ハ、従前明山ト唱へ候〈村持公有地一一テ村民自由イタシ来ルモノーー〈無し之哉、且又榑木六千駄谷中へ下渡来リ候ヲ
享保度檜類停止二付、右六千駄ノ代り金弐百三十円余、慶応一一年ヨリ四百六十円余、明治一一一年迄下渡候〈明山公有地
ノ証一一〈無し之哉、左スレパ明山ヲ官山卜申立候〈取調方不レ宜二付、明山不し残公有地一一相伺候〈ぐ、苦情無し之、書
面官林御払下伺一一モ及間敷哉」といった。これに対して、筑摩県の見解は、元名古屋県より引渡しを受けたときの演
舌によって官林同様と判断し、実地調査の終了までは伐木を禁じたしだいで、調査の結果は、明山が残らず公有地と
いうわけではなく、享保度書上林や田畑屋敷続きへ村民が植栽した場所は、村持あるいは人別持で、区別も判然して
いるので、反別。木数などを調べて、相当の税額を見込んで伺いを立てるつもりである、というのであった（州胎靴騨
箙）。これから承ると、明山を官林へ編入したのは筑摩県の判断によるもので、内務省からの指示ではなかったこと
がわかる。この伺に対しては、七年五月に、官林より四万一一一千本の伐木を許し、代金千一一百八十一円五十銭を上納す
い
る
の
で
、
反
別
箙）。これから糸
がわかる。この負
べ
き
指
令
が
出
た
。
②
官
民
有
区
分
明
治
六
年
に
地
租
改
正
条
例
が
出
て
か
ら
、
筑
摩
県
で
も
地
券
取
調
掛
が
郡
村
に
赴
い
て
、
地
和
改
正
の
業
務
に
当
っ
た
が
、
木
曽
谷・伊那・飛騨方面の山地の官民有区別調査を行ったのは本山盛徳であった。本山は五年に十二等出仕であったが、
このときは権中属であったという。
木曽谷に赴いた本山は、従前の慣行には深く留意しないで、伐採を禁止されていた、いわゆる停止木は官有とみな
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本山ノ木曽谷一一於ケル調査方法トシテハ、五木（五木トハ櫓、椎、アスヒ、ネヅコ、コウャマキヲ一一一一ロブ）ノァル
個所〈官有地ナリトノ方針一一テ、役場吏員干係人民ヲ立会ハセテ、林中一一於テ火ヲ焚力シメ、其燃ヱ上ル処ヲ遠
見シ居り、夫レヲ目標トシテ、本山ガ相当卜認ムル処ヲ以テ官有地ノ境界トシテ定メタルーーァリ、全人ガ其場処
ヲ不相当卜認ムレパ、何処一一テモ場所ヲ変更シテ、焚直サシメテ其境界ヲ定メタルモノナリトノ事ニテ（下略）
といっている。この証人は当時、上松村役場の臨時一膳であって、調査に立会った村吏員から聞いたところであるが、
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
は
、
他
の
証
人
も
一
様
に
供
述
し
て
い
る
。
ま
た
一
証
人
は
、
其調査一一就テハ、本山〈其干係者及村吏等ガ意見ヲ述ブルモ更ラーー採用セズ、若シ強テ全人ノ意見二反対スルモ
ノァラバ、全人〈威嚇的ノ態度ヲ以テ臨ミ、当時杖代用二携へ居りシ鉄鞭ヲ振り上ゲテ威ドシ、叉〈打櫛スル等
（マ、）
非常一一乱暴ヲ用へ、結局夫レ等立会ヒタル村吏其他ノモノ、意見〈更ラニ参酌セズシテ、自己ノ思上通り一一査定
し、その停止木の生育している地は官有地であると口達したから、木曽谷の住民は大いに驚いた。明治十四年に、贄
川村以下二十三か村が長野県へ差し出した願書には、次ぎのようにしるしている。
人民一同驚惜狼狽シ、再三古来ノ沿革ヲ陳述シ、精密ノ御調査ヲ請願スレドモ採用ナラズ、強テ懇願スレバ忽チ
其怒一一触し殴打セラルーー至り、且今回山地ノ調査二対シ総テ命令ヲ泰ゼザルモノハ聴訟課へ引致シ、屹卜吟味及
ブペクトノ厳酷ナル強令ヲ被ムリ、由来山間壕昧ノ人民事理一一暗ク、一時彼ノ威権一一恐怖ノ余り、前後ヲ熟考ス
ルーー暇ナク、唯々畏服シ、終一一官林ノ御受ヲ為シタル場合ナリ、
この本山のことについては、大正七年に木曽の駒ヶ根村の竹村栄三郎が宮内犬臣を相手に起した土地所有権確認請
求
の
訴
訟
事
件
の
さ
い
に
、
原
告
は
、
木
曽
か
ら
何
人
か
の
証
人
を
出
し
て
、
本
山
の
調
査
方
法
を
供
述
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と、（林政史資料第二巻）
右
本
山
ノ
強
暴
ノ
例
ト
シ
テ
〈
、
旧
岩
郷
村
（
現
在
ノ
福
島
町
二
属
シ
、
字
岩
郷
ト
言
フ
モ
、
其
当
時
〈
独
立
ノ
ー
村
ナ
リ
キ
）
ノ
戸長村井忠右衛門〈、右境界査定一一付、本山ノ意見二逆ヒタル為〆、前述ノ鉄鞭ヲ以テ全人一一殴打セラレ、其ノ
為〆精神二異状ヲ来タン、シイ一一死亡セリ、叉同村中組ノ山惣代ダル岩井□助〈矢張り夫レト全様ノ干係ニテ本
木曽山林の地租改正（児玉）
一一一
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
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明治七年には、官林調査のため、内務省地理寮官員深井寛ほか一名が派出されたのも、存置。払下の調査のため
で、このときにも県官が同行して、管内（飛騨国を除く）を実地調査をし、官林・公有地とも囚至の境界を定め、明
景況、地勢ノ断絶宕
考シ、右明山ノ中一
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
一
四
号
一一一一
山一一殴打セラレ、為メニ恐怖シテ、其翌日ヨリハ遂二其境界調査ノ立会ヒニ出デザリシ、
この証人は、本山が岩郷村戸長を鉄鞭で殴打したときには、岩郷村役場の臨時雇として、その場にいて目撃したも
のであった。同じ証人の言によると、木曽谷と上伊那郡との境界にある水源地については、贈賄をうけて上伊那郡地
方へ引水することを許可し、木曽谷においても、新開村戸長古幡惣右衛門より収賄して、地所を換え、（村有となる
べきものを古幡に与えたというが、必ずしもそうではなかったようで、のちに所有権は古幡にあるが、長年の慣行
で、村民が薪炭や下草をとることを認める旨の協定をした。）、また飛騨国においても多額の賄賂を得て事実を柾げ、
それが高山において発覚して、七年十二月に辞職したという。（収賄のための処刑とも、牢死ともいう。藤村の「夜
明け前」には終身懲役とある。）
本山の調査は、地租改正に関係するものであったが、私有地を定めることは、官有地または公有地との境界を判定
することになるわけで、山林関係においては、特に重大な関係があったはずである。また大蔵省では、明治六年九月
達第百三十四号をもって、各府県に、官林と公有地のうち、存置すべきものと、払下げて支障のない場所との調査を
命じている。これは開墾奨励や官林払下などに関連するものであったが、官林や公有地を定めることは、その境界を
きめることになった。筑摩県では、明治七年二月にその坂調結果を上申しているが（第一一百四十一号）、
「但飛騨国並木曽谷之儀〈追々申上置候通、元来官有公有ノ区別判然難一一相立一二付、実地検査ノ上見込取調、追而別
段相伺候積一一御座候」としていて、木曽谷の調査がおくれていたことがわかる。
さらに、明治十年に長野県から地租改正事務局へ出した伺（租第四百八十二号）によれば、
「明治六年九月中、大蔵省第百一一一十四号ヲ以、官林公有地区分取調方布達一一因テ、官吏差出、実地検査ノ上、山林之
景況、地勢ノ断絶及ビ村を私林ノ広狭、山稼ノ多寡、人口・戸数ノ疎密等一一至ルマデ実際掛酌、尚従前ノ慣行ヲモ参
考三右明山ノ中一一就キ、所謂公有地ト視認可し致分明了区画相立侯」といっていて、存置。払下の区分だけではな
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確に区画を立て、公有地の分は、検地帳に何村持あるいは何村外何か村入会等の明記があっても、反別の記載のない
ものは凡て普通公有地の部分に編入し、払下げのつもりで調査をした。そして七年六月には、筑摩県より内務省に
「木曽官林公有私有地取調伺書」を提出したが（愉佃賄七）、明山については明確な処分ができず、その伺中において
も「今日称スル所ノ村持公有地二類シ候へ共、右明山不し残公有地ト巾訳ニモ無し之」「明山ト雛モ官林同様ノ取扱一一
有し之、公私ノ境界瞭然セザルョリ」と述べており、一応明治六年十一月山林原野券状渡方についての大蔵省の指令
に基づき、官林公有地私林一村限帳・総計表・絵図面を作成して添付したのである。
しかし本山や深井の調査のとぎには、まだ官民有を区分するための詳細な規定はできていなかった。八年三月に地
租改正事務局が設置されて、その六月一一十一一日、地租改正事務局達乙第三号をもって官民有区分に関する基準を示
し
、
山
林
原
野
等
は
慣
行
を
も
っ
て
民
有
の
確
証
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
各地方山林原野地溝等（有税無税一一拘ラズ）官民右区別之儀〈、証拠トスベキ書類有し之者（勿論、区別判然可レ
致候得共、従来数村入会ヌハー村持、某々数人持等、積年慣行存在致シ、比隣郡村一一於テモ、其所一一限り進退致
来候二無一一相違一旨保証致シ候地所〈、仮令簿冊一一明記無し之共、其慣行ヲ以テ民有之確証ト視認シ、是ヲ民有地
二編入候儀卜可一一相心得（尚疑似二渉候モノ〈、其事由ヲ詳記可一一伺出一此旨相達候事、
これは官民有区分の重要な基準となった。同年七月八日地租改正条例細則を定めたが、その第一章第四条におい
とあるのや、第三章第一条に、
山林原野等簿冊一一明記アルモノ〈勿論、従来甲乙村入会等ノ証跡アルモノハ民有地トシ、其証跡ナキモノ〈官有
地第一一一種卜定〆、内務省ノ処分一一帰スベシ、
但
証
跡
〈
本
局
乙
第
三
号
達
二
準
拠
ス
ベ
シ
、
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
（
児
玉
）
一一一一一
て
、従
前
公
有
地
ノ
内
、
検
地
帳
水
帳
名
寄
帳
一
一
人
民
名
受
及
買
得
ノ
証
ア
ル
モ
ノ
〈
民
有
地
ト
定
〆
、
其
他
〈
官
有
地
ト
定
ム
ベ
シ
、
若シ人民名受及買得ノ証ナキモ、他一一人民所有地卜視認スベキ成跡アルモノ〈、其事実ニ拠り民有地一一定ムベ
マン
、
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一乙第一一一号達之趣く、従来之成跡上二於テ所有スベキ道理アルモノヲ民有卜可し定トノ儀ニテ、菅一一薪秣刈伐、
或者従前秣永。山永。下草銭・冥加永等納来侯習慣アルモノヲ慨シテ民有ノ証卜〈難一一見認一一一付、如レ斯ノ
類〈原由慣行等篤卜取調、経伺ノ上処分可し致儀卜可一一相心得一事、
す
な
わ
ち
、
乙
第
二
号
に
比
べ
る
と
、
民
有
と
す
る
の
に
む
ず
か
し
く
な
っ
た
。
単
に
秣
永
・
山
永
な
ど
を
納
め
た
だ
け
で
は
民
有
の
証
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
明
治
七
年
に
公
有
地
の
う
ち
で
存
置
官
林
に
き
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
乙
第
三
号
達
に
よ
っ
て
、
同
年
八
月
中
に
民
有
地
第
二
種
と
し
て
下
屋
に
な
っ
た
入
会
地
が
、
筑
摩
那
内
に
も
何
か
所
か
あ
っ
た
が
、
乙
第
十
一
号
が
出
て
か
ら
で
は
ど
う
処
分
さ
れ
た
か
疑
問
で
あ
る
。
ついで九年一月、山林原野等官民所有区分処分派出官員心得書（地租改正事務局別報第十一号に記載されている）
を定めた。それによると、旧領主地頭が何村持と定めて公簿に一記載した分は民有地第二種へ編入するのは当然である
が、口碑であっても、樹木章茅等をその村で自由にし、何村持と唱えてきたことを、比隣の郡村でも瞭知し、これ
を保証するならば、その山野はその村持と定めて民有地第二種へ編入する。ただし一旦官林帳へ編入された分はその
限りではない（第一条）。従来村山・村林と唱えて、樹木楠付あるいは焼払など、その村の所有地のごとく進退して
きたものは、従前の租税の有無と簿冊の記否にかかわらず民有地とする。ただし一隅をもって全山を併有することは
できない（第二条）。従前秣永・山永・下草銭・冥加永などを納めても、培養の労費なく、自然生の草木を伐採して
きたものは、その地盤を所有してきたのではないから、官有地とする（第三条）。遠山深沢に入り、薪秣等を伐採し、
と
あ
る
の
は
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
この乙第三号達前に、すでに改正処分の済んだもので、もしこれに抵触するところがあれば、内務省へ伺い出るよ
う
に
、
八
年
十
二
月
の
地
租
改
正
事
務
局
乙
第
十
一
号
を
も
っ
て
府
県
に
達
せ
ら
れ
た
。
本
年
当
局
Ｚ
第
三
号
ヲ
以
、
山
林
原
野
池
沼
等
官
民
有
定
方
相
達
候
処
、
右
達
以
前
改
正
既
済
ノ
地
方
卜
錐
モ
、
右
二
抵
触
ノ
分
者、明治九年十一一月ヲ限り、更一一坂調、内務省へ可一一伺出『此旨相達候事、
但一日一官地一一走り、還禄士族其他ノ人民へ払下処分済ノ分者此限一一無し之候事、
法
政
史
学
第
一
四
号
（第一項略）
一
一
四
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これを河川に流漕して売買を職とするものは、永年多少の山役永を納めてきたとしても、官有地とする（第五条）。
これらのことが定められた。
さて木曽谷の山林がどう処分されたかというと、明治七年に地理寮官員深井寛らが派出され、実地調査を行い、一
応の処分案を定めたことは前に述べたとおりである。ところが八年六月に地租改正事務局達乙第三号が脳たので、そ
れに照して、木曽谷を除いて、筑摩県管内一般に、従前の慣行成跡が存在し、比隣郡村で保証した分は、官簿・民簿
に明記がなくても民有の確証とみなして、同年八月に伺済の上で民有地第二種に編入した。
木曽谷村有の山林については、地理寮派出官員より県に対して特別協議があり、同年七月中に、両者の協議の通り
明細に地種を類別し、留山・巣山はもちろん、明山の内でも良木の揃ったところは個所ごとに取り調べて、凡て官林
に編入した。その他従来の慣習成跡上で民有とすぺき確証のあるもの、すなわち享保度林（享保検地のとぎ検地請を
したもの）、新立林（明山中にて村々人民がその力に応じて銘々地所を分割して苗木植付等培養したもの）、五貫女山
林（新開村古幡惣右衛門が数百年来私有するもの）、三貫文山林（奥田今次郎外百五十九名が数百年来私有するもの）
の名義存在の分は民有地に編入のことにして、地租改正事務局へ報告し、指令を仰いだ。
つづいて九月中に、他の公有地についても自然生の草木を刈り取る普通の山林と異り、村々の便利の場所へ松栗楢
栃等の苗木を植えつけ、草場には火入れなどをし、また比隣郡村でも保証をしているので、九月十二日付で民有地第
二種編入を伺い、その指令を得た（鋤荊畝畑博燗弱）。そこで県では関係村々へ通達したが、享保度林・新立林等の指
令がないので、右公有地の伐採も差し留めておいた。いずれにせよ、筑摩県では、乙第一一一号達で官民有区分をきめたの
である。これはのちに長野県に合併したとぎ、長野県では乙第十一号達で官民有区分をしていたので、連続して山野
で甲は官に属し、乙は民に属するという例も多く生じ、旧筑摩県管下は再調することになった（恨糊附淋縮ⅧⅣ川端）。
ところが十一一月になって、地租改正事務局より、同局達乙第一一一号と筑摩県申立の趣意には事実齪酪の点もあるやに
聞えるから、右の地所官民進退の慣行・比隣保証の事実・確証の有無とも詳細に取り調べて申し出るように、筑摩県
に通達があった。筑摩県では直ちに調査の上、九年一月十七日付（第五十号）で、旧県引継ぎの古帳簿等、確証とな
る
べ
き
も
の
を
添
え
て
、
再
度
具
申
し
た
と
こ
ろ
、
四
月
十
三
日
付
（
第
四
百
四
十
八
号
）
で
、
左
の
指
令
に
接
し
た
。
木曽山林の地租改正（児玉）
二五
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￣法
政
史
学
第
一
四
号
一一一ハ
木曽山ノ義（旧名古屋藩一一於テ特別保護ヲ加、留山・巣山〈勿論、明山タリトモ官林ノ名義ヲ以テ厚ク保存シ、
良材森茂ノ場所不し勘故二、人民二於テハ従来明山ノ内緯一一雑木ノミ伐採差許サレ候迄一一テ、固ヨリ進退ノ権利
無し之義一一付、既一一先般地理寮官員派出調査之節、良材森茂ノ場所〈総而官林存置、其余ノ場所卜錐そ村方へ無代
下渡之義不都合一一付払下ノ債、其他人民自費ヲ以テ栗・栃・雑木等植付ノ分〈相当見込ヲ以テ可一一伺出一筈及一一協
議一置候趣ノ処、伺面一一テ〈払下協議ノ分乎又〈自費植付ノ場所モ混候哉更一一不二相分一且最前差出候一村帳一一〈、
松其他雑木立迄ノ様相見候処、実際五木〈一切無し之哉、其辺モ疑似一一渉リ不都合一一付、最前ノ指令坂消候条、
更一一地理寮官員へ協議ノ順序ヲ追上、地種ヲ類別シ、八年乙第一号達馴正第二項及九年別報第十一号山林原野所
分心得書等二照準更一一可一一申出一（要旨）
これを要するに筑摩県の先の伺は、地理寮官員と協議の通りでなく、提出した書類にも疑問が存するから、前の指
令を取り消すというのである。そして、先の協議通りにできがたいものは、一件ごとに事由を詳記して、調査の上な
お伺い出るように達したのである。筑摩県では大へん驚いて、五月四日付（第千百四号）で、従来の処分は同局達乙
第一一一号第一一項および別報第十一号に照準して些かも相違はなく、かつ指令済承で一旦民有地第一一種へ編入したもの
を、にわかに入山を差し留めては、忽ち村々が活路の方向を失い、必至困難になるのは必然であるから、最前の指令
通り据えおかれたいと具申した。地租改正事務局は総裁大久保利通の代理松方正義の名をもって、同月二十七日（蝋
謂諦）、上申の趣、聞き届け難しとした。
この指令取消しは何に由来するのか。もし伺に疑義があるならば、指令を出す前に論議するなり、再調査させるな
りすべきであった。それを、指令坂消という拳に出たのは、何らかの理由がなくてはならない。これは単に木曽谷の
問題だけには限られない。八年六月の乙第一一一号では、慣行が存在し、比隣の郡村で保証すれば、簿冊に明記がなくて
も民有とするという、ゆるやかなものであった。それが十二月の乙第十一号では、薪秣伐採の事実や秣永・下草銭な
どを納めたというだけでは民有と認めがたいとした。翌九年一月の別報第十一号では、天生の草木を伐採収益してき
たのか、培養の労費があったか否かを、官民有区分の規準にした。
この変化が生じたのは、地租改正事業が進行するにつれて、Ｚ第三号の方針では、かなりの部分が民有地に編入ざ
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れることを感じ取ったためであろう。また山林の地租が政府の財源として重要な地位を占めるならば、政府としても
民
有
地
編
入
を
そ
れ
ほ
ど
妨
げ
る
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
山
林
の
地
租
は
耕
地
の
そ
れ
に
比
べ
て
は
問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
少額であったから、民有地を多くすることは、政府将来の財政々策上も不利であった。これらの事情が、政府の方針
の変化となり、指令の坂梢のごとぎ非常手段を執らせたのである。
さて九年六月、地理寮官員深井寛外五名が派出され、本曽谷官林精査の節、公有地も再調査をすることにして、筑
摩県へ協議をして、同県官が同行して、官林の境界を確定し、各村からは、官林と元公有地の境界については異存が
ないという請書を出し、絵図を調製して提出した。調査の結果、その処分方法について、地理寮出張官員と県官と協
議を遂げ、次ぎの如き覚書を作成して、同年八月に地理寮官員より筑摩県の高木参事へ渡した。
｜神坂村湯舟沢官林字神林反別一一十三町歩ノ義〈、其後境界御改正相成候趣二有し之候処、右〈寛文度以来御
留山ノ場所一一テ、且槻ノ美材等有し之候間、今般御協議ノ上再ピ官林へ引屍シ取調致候、然ルー一同村ノ義〈
薪炭不自由ノ趣一一付テ〈、村方ヨリ願出候〈守、右場所一一限り、相当ノ年季ヲ付シ、雑木ノミ資料御差許ノ
積取調御伺相成度侯、
明治九年八月什五日
と
こ
ろ
が
、
実
は
八
月
二
十
一
日
付
で
筑
摩
県
は
廃
止
さ
れ
、
同
県
管
下
の
う
ち
信
濃
国
四
郡
は
長
野
県
へ
合
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
そ
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
（
児
玉
）
二
七
御伺有し之度候、
今般実地御協議之上、官林境界確判致候一一付而〈、其境外一一属スル山林即チ一昨七年該村へ払下ノ積取調候
場所更二地所立木共村方へ無代御下渡ノ積取調御上申相成可レ然卜存候、尤モ五木〈他ノ新立林同様相当代
価払下ノ積御坂調有し之可レ然卜存候、但僻村ノ義一一付、右代価一時上納難一一行届一情実モ可し有し之ト存候間、
十ヶ年賦上納ノ積取調御上申相成可レ然ト存候、
官林下草ノ義〈追テ規則相立候迄、人民立込御差留相成候様致度存候、尤モ実際不し得し止事情有し之分〈、
一斉絵図面一一相顕シ置候条、村方ヨリ願出候〈ぐ、右絵図面一一照準判然区域相立候上、御差許相成候積取調
記
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その間に、享保度林・新立林は民有に編入されていたので、そこに生立の五木は大部分伐りつくされ、それが処分
未定の明山にも及び、もし明山を民有地とすれば、たちまち濫伐されつくすのであろうとの心配が生じた。そこで内
務省地理局長野出張所の内務一等属奥津実・同二等属深井寛は、長野県令楢崎寛直に対して注意を促すとともに、地
理局長に対しても、将来取締りの見込を立てないで処分しては忽ち伐り尺すであろうから、処分方について意見を上
申するまで見合せられたいという上申をした（十一年九月三十日）。そのなかで、「動モスレバ村内一一一ノ好民襲断ヲ
私シ、却テ小民一一至テハ苦情不し紗哉一一相聞」と述ぺてい、処分未定の間に私利を計る者がいたことを示しているが、
一方では生活に追われて、官林で盗伐して罪に問われる者も続出していた。
地理局のなかでは、奥津・深井両属の意見に対して、一旦民有に帰せしめるとすれば、たとえ至善の方法でも、こ
たが
。、 長野県では筑摩県よりの引継書類等を調査して、それに基づき、公有地の地所ならびに雑木は無代下渡し、五木な
らびに停止木は相当代償にて払下げ、ただし代金即納は貧村で困難であるから十か年賦とすることの許可を求め、許
可があれば地所は民有地第一種に編入し、木代金は四千三百七十六円五十三銭（のち租第八十六号をもって、金四千
百二十円一一一十四銭一一厘に改正）にして、取立て次第大蔵省へ納めたいと、内務省と地租改正事務局と連記で伺いを出
した。それが十年六月十八日（租第四百八十一一号、木曽谷一公有地無代下渡並立木払下之儀一一付伺）のことであった
が、提出した帳簿に違算や脱落があって、長野県が訂正書を提出したのは十一年五月二十日（租第三百九号）であっ
法
政
史
学
第
一
四
号
二八
れまでの経過その他は長野県へ引きつがれた。なお木曽谷村汽山林のうち、享保度林・新立林。五貫女。一一一貫文林は民
有林に編成され、九年六月六日付で、持主（数か村。一か村。個人）より請書を出した（木曽谷新立林一一関スル件）。
五
木
。
棒
を
除
く
ほ
か
は
、
地
所
立
木
と
も
無
代
払
下
げ
、
五
木
・
棒
は
有
償
払
下
げ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
反
別
・
木
数
の
調
査
や
代
価
の
算
定
に
は
時
日
を
要
す
る
の
に
、
民
有
地
編
入
の
指
令
坂
消
以
来
、
村
民
は
入
山
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
生
活
営
業
に
は
もとより、暖房の薪炭にも事欠くことになったので、九年十月に、長野県権令より地租改正事務局へ対して、とりあ
え
ず
雑
木
の
伐
採
許
可
に
つ
い
て
指
令
を
仰
い
だ
。
十
一
月
に
、
内
務
省
よ
り
、
そ
の
許
可
が
あ
り
、
同
時
に
、
右
等
の
こ
と
は
内
務
省
が
主
務
で
あ
る
旨
を
達
し
た
。
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の地方にの糸施すことはできないから、取締方法の設立は別として、伺いどおり指令を出すべきであるとの考えに傾
ぎ、指令案を作ったが、局長の決裁が得られなかった。おそらく、局長は奥津属らの意見を徴すべきであるとしたの
であろう。そこで地理局から奥津・深井両属へ対して、取締り見込を至急に申し出るように達し、十一月二十日両人
より上申書が出された（蝋梠棚辮百）。
木曽谷公有地処分ノ義一一付、御詮議ノ次第モ有し之、至急見込可一一中上一旨御達ノ趣致一一散承一候、該公有地ノ義〈、
従前明山ト称シ、即チ現今官林線外ノ周囲一一在テ、旧藩ノ刑〈一般官林同様ノ取扱一一有し之、抑モ明山ナルモノ
ハ留山一一対スル名称ニシテ、雑木秣草等〈随意為一一刈取一五木而已差留侯慣行ナルヲ以テ、逐一一公有地ノ名義ヲ付
シ候次第二有し之、然ルー一先年官民所有区分ノ御達有し之候一一付テ（、旧筑摩県二於テ、従前立入候成跡アルニ拠
り改正局伺済ノ上、直チニ民有地へ編入相成候処、右〈従前旧藩取扱振モ有し之候間、地所立木トモ悉皆直チーー
民有一一編入候〈不都合二付旧地理寮ノ節同局へ照合ノ末、再一一一従前ノ通引展シ、一昨九年中更一一官林境界線ヲ正
シ、結局右界線外一一属スル公有地ノ五木〈相当代価ヲ以テ払下、地所雑木〈従来立入資用ノ縁故ヲ酌量シ、無代
下渡候積ヲ以テ、其節御指令状ノ趣一一依り県官へ商議致候次第一一有し之、然ル処今日実際ノ景況ヲ以相考へ候ヘ
パ、一旦該地伐採ノ禁ヲ解候以来、未ダ数年ヲ出ザルニ、従前差留ダル民有ノ五木〈大抵既二伐尽シ、其極遂一一
未ダ払下ナラザル該公有地ノ五木二波及致候様成行候得（、呪シテ一朝御払下相成候上〈忽地伐尽可し申〈必定
一一有し之、果シテ然ラバ、一時不利ヲ人民一一与候トモ到底難渋ト相成、之ヲ利スル所以〈乃チ之ヲ害スルモ同様
ノ訳一一相当り可し申、因テ篇ト再考仕候処、一兀来右明山〈、其成跡上ヨリ論ズレバ、従来官民互二資料ノ権ヲ分
有スル林一一シテ、猶他ノ取分林・差分杉同様ノ性質一一類似候モノト存候間、自今判然区域相立、官民共有林ノ名
義ヲ以、従前ノ通据置、雑木下草〈勝手一一其資料ヲ差許、五木〈人民家作又〈細工木其他橋梁、学校等公益ノ需
用一一対シ其都度実地検認ノ上、相当代価ヲ以テ払下候〈ぐ、官二於テハ之ヲ制限スルノ権アッテ、人民二於テモ
永ク需用ノ便利ヲ得、所謂一挙両得ノ処分一一シテ、詰り人民ヲ保護ス所以ノ良策ト存候、若叉官民ノ区別判然不
一一相立一テ〈成規一一背戻致候義二侯〈ぐ、無二是非一次第二付、最前筑摩県へ商議振ノ手続ヲ以テ、五木〈相当代価
払下、地所雑木〈無代下渡而、厳重地方官へ御達相成、実地相当ノ輪伐区相立、可防成之ヲ保護スルノ外有し之間
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あったが、託
ったから、坐
すなわち、
法
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史
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敷候、乍レ去一且所有権ヲ与へ候上〈、右制限方恐クハ実地施行無一一覚束一相考侯、既二岐阜県下川上村外二ヶ村
（付知村・加子母村）公有地ノ義〈、右同様ノ処分振二有し之候処、一旦所有権ヲ与へ候義一一付、何程地方官一一
於テ説諭候共、実際輪伐施行難一一相成一例モ有し之、可一一相成一（、何卒前項ノ通、官民共有林ノ名義ヲ以テ、本局
一一於テ之ヲ統轄シ保護候方、実際適当ノ処分卜相考候間、尚可レ然御詮議有し之度存候、尤即今実地取締上一一於テ
住を差支ノ筋モ不し少候間、至急御処分相成度、別紙官民共有林規則考案相添、此段上申仕候也、
このとき添付した官民共有林規則案は、旧藩政時代の慣行に近いもので、五木類は官収し、雑木下草は民収にする
という内容である。これによって、地理局と地租改正事務局とでは、十一一年一月に、三つの案を立てて審議した。一
は官民共有林の名儀で従前の慣行に従うもの、一一は部分木とするもの、三は筑摩県伺にある、五木払下、地所雑木無
代下渡である。結局その利害と理論上および他地方の処分とを考えて、第三案を適当とした。しかしこれにも局長の
決裁は得られなかった。五月になると、地理局山林課が独立して山林局になった。従来の担当者は四等属糟谷慎吉で
あ
っ
た
が
、
新
た
に
、
そ
の
上
に
御
用
掛
増
田
穂
風
が
き
た
。
増
田
の
意
見
が
加
っ
た
た
め
か
、
十
月
ご
ろ
に
な
る
と
明
山
は
官
林
で
あ
ったから、地盤は官山としておいて、雑木下草の伐採だけを許してはどうかという意見にかわってきた。
該山林二就テハ段々諸員意見ノ趣そ有し之候得共、到底此明山卜称スルハ、其地盤ノ性質ヲ論ズルーー、全ク官物
タルヲ免レザルモノーーシテ、必ズ民有二属スルモノニ非ズ、今日一一於テハ容易二下渡スベキモノニ非ザルカ、何
トナレパ、旧藩来留山巣山朋キ山卜三山並べ称スレバナリ、留山トハ何ゾャ、留〈惇ノ義ニシテ草木伐採ヲ禁停
スル無疑ノ官林ナリ、巣山トハ何ゾャ、鷹鶴巣ヲ結トキハ、官山ニ在テハ弥狗禁停ヲ厳ニシ、若シ民山一一在ルト
キハ、巣ノ近方幾分ヲ区画シテ伐木ヲ止ルナリ、明山トハ何ゾ、明く開之義一一シテ、蓋シ禁停ノ鎖ヲ開キ、人民
ヲシテ山中一一入ルヲ得セシメ、檜槙之類五木ヲ除之外、雑木草茅ヲ伐薙スルヲ許スノ謂ナリ、若夫一旦此山ヲ鎖
スルトキハ、民復タ入ルヲ得ベカラズ、此時一一於テ民復タ不平ヲ唱ラスベカラズ、右ノ次第一一テ与奪開閉之権確
（詮力）
手トシテ官二存スル山林ナレパ、今般雑木伐採ヲ禁ジ、所然官林二据置クト錐ドモ、人民一一於テハ’一一一戸ノ苦情ヲ
申立ベキ道理無し之筈ナリ、然ト錐、山叡僻幽ノ民、｜タピ樹木ノ便利ヲ雛ル、トキ〈、日々ノ生計立チ難カル
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ベキーー付、其情状ヲ掛酌シ、地盤〈則官山一一存置シ、雑木草茅ノミ旧二依テ無償伐採差許シ、五木ノ如キ良材〈
細工物等其他必用之節二出願一一及蕾〈セ、官之レヲ調査シ、支障無し之分〈相当代価ヲ以払下候欺、叉〈別一一如何
様ナリ明策之御詮議振リモ可し有し之哉（舩賄馴儲財鍬繍轄ノ）
ということになり、一応山林局長より県令にあてて、反別一一一万百九十一町余について取り調べのつごうがあるから、
四至の境界、郡村字所等を明細書き記した着色図面と従前雑木を伐採してきた郡村名簿に入山の方限を記載して提出
するように照合した（十月十四日付、山第四六九八号）。これは伺に対する指令案ができないので、時間をのばすた
めともいえる。長野県では内務省の裁決が延引しているので、伐採を禁止されている木曽谷住民の苦境を訴えて、九
月十一日に、至急裁下されたいと上申したが、山林局の照会に対して、十一月二十六日付（租第六百六十九号）で、
着色図面は稟議書とともに提出し、その後地況の変換はない、明山は寛文五年までは自由伐採を許し、宝永年間に五
木だけの伐採を禁止されたので、入山の方限を記した帳簿はないが、争論のとぎの裁許書、取替証書等があるから、
それを送付すると回答した。
この間に山林局内の意見も糟谷属の考えに再転した。十二年十一一月五日、増田御用掛は、糟谷属が前に作った指令
案（長野県の伺を許可するもの）を採用するようになり、その稟議書にこう述べている。
右公有地卜称スルモノ〈、則旧名古屋藩一一テ明キ山卜唱フル山林一一シテ、此地タルャ其性質全ク民物二非ザル義
一一付、容易二下渡スベカラザル次第〈既二全号議案二論ズル所ノ如クーー候処、又一意ヲ転シ寂々相考候二、几ソ
事物二於テ同一ナルモノヲ執テ両様ノ処分一一及プトキハ、義ノ存スル所無シ、義已二存セザレパ民懸ル所ヲ失
う、一タピ其懸ル所ヲ失フトキハ危疑百出終二収ムベカラザル一一至ラン、即別紙御参考書ノ付知村外二ヶ村ノ公
有地合反別八千六百五拾三町壱反六畝廿弐歩ナルモノ〈、旧名古屋藩一一於テ明キ山ト唱へシ山林ナリ、其質本件
ノ公有地卜称スルモノト蓋シ差異アルコト無シ、然ルヲ業一一已一一朱書ノ通御指令相成候ニ付テハ、本件ノ地所モ
其性質何タルノ論〈姑ラク諸レヲ舎キ、的然ダル先例一一徹、御処分有し之候方可レ然卜存候、
木曽谷の明山を民有地に無代下渡しに決するのには、裏木曽といわれた美濃の付知村・川上村・加子母村三か村の
先
例
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
も
し
想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
糟
谷
属
は
こ
の
事
実
を
示
し
て
、
自
説
を
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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田御用掛もこの事実には対抗できず、長野県の伺に許可を与えるほうに説を転じたのであろう。
美濃国恵那郡付知・加子母。川上の三か村の公有地も、旧名古屋藩で明山と呼んでいたものであるが、明治九年七
月三日、岐阜県より民有地編入を地租改正事務局へ伺い、内務省は、同年十月一一一十日に、直に民有地編入は聞き届け
られないが、従前立入りを許してきた縁故もあるから、五木は相当代価で払下げ地所と雑木は無代下渡しにし、五木
の代価は十か年賦上納とすることを指令した。そこで翌十年一一月、五木代金六千三百九十八円一一一十八銭五厘で明治九
年より十か年賦上納もきまったのである。
こ
の
と
き
の
岐
阜
県
権
令
は
小
崎
利
準
で
あ
っ
た
が
、
小
崎
は
、
筑
摩
県
の
官
民
有
区
分
は
立
木
が
あ
る
か
な
い
か
で
き
め
、
従
来
の
慣
行
成
跡
を
考
慮
し
な
い
す
こ
ぶ
る
杜
撰
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
、
筑
摩
県
で
処
分
未
済
で
あ
っ
た
分
は
多
く
民
有
地
に
編
入
し
、
飛
騨
国
に
お
い
て
も
二
十
一
万
町
歩
余
を
民
有
地
に
し
て
い
る
。
小
崎
は
、
御
留
山
と
い
う
の
も
山
林
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あるから、それだけでは官林の証とはならないといっている（鮴捌散料）。こういう権令がいたことは、付知村外二か
村
の
公
有
地
が
民
有
地
に
編
入
さ
れ
る
の
に
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
木
曽
谷
の
公
有
地
に
も
関
係
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
山林局では、十三年一月に、木曽谷公有地の、地所雑木無代下渡しと五木の払下げが決定したが、木曽出張所の深
井属らからは、濫伐防止の措置を講ずることを指令中に加えるようにという強い意見が出されていた。事実濫伐はか
なり行われていて、民有地と決定した部分ではたちまち五木が伐り尺されたばかりか、公有地にも波及し、さらに官
林の盗伐事件まで頻発していた。これはひとり木曽谷のことだけではなかった。
一般民衆にも治山の観念がほとんど発達していなかったから、制限が解かれると、目前の利だけを追って、長久の
策も講じないし、まして公共の利益を考慮することは稀であった。明治十二年十一月、木曽川流域の岐阜県下を視察
した内務省土木局工師デレーヶは同月二十七日、同省石井権大書記官に宛てて次ぎのごとぎ意見書を提出している。
昨今両日余貴下ノ属官卜岐阜以北長良川、木曽川流域ノ山丘ヲ経過セシガ、該地方ノ山林〈其地味ノ膏映ナルーー
似ズ樹木甚ダ欠乏セリ、而シテ土民〈倍山林ヲ荒敗シ止マズ、其斧鎌ノ利アルモノ〈細大トナク伐採シ尺スーー至
則本日検視セン山腹ノ設損ノ如キハ、若シ土民ノ荒敗一一遇〈ザレパ、別一一修理ヲ加ヘザルモ自然恢復一一至ルベ
しげ／、
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シ、然ルーー此一一少ノ樹木マデ既一一伐採セラレ、且シ山腹ノ被覆ダル肥壌株根モ併セテ掠奪セラレタリ、
故一一此悪弊ヲ矯正セザルノ間〈、該地方砂防エノ費額幾千万一一至ルャ、余〈之レヲ答フル能ハズ（中略）
属官〈欠乏ナル樹木一一至ルマデモ毎日土民ノ伐採シ止マザルヲ目撃シ、且シ山岳ノ傾斜面段崩セシ後樹木ヲ植栽
シ、以テ之レヲ修理スルノ困難ナルト費用ノ莫大ナルトヲ既――弁知スト雄ドモ、属官〈県官及ピ山林有主一一向テ
只警戒ヲ為スノ外、直接一一其土民ヲ制スルヲ得ズ、叉有主〈全ク属官ノ警戒二従〈ズ、樹木〈勿論、其株根一一至
ルマデモ之ヲ保護スルノ意ナキーー似タリ、
こ
の
デ
レ
ー
ヶ
ｅ
①
．
宛
ご
丙
の
）
と
い
う
の
は
オ
ラ
ン
ダ
の
技
師
で
、
明
治
六
年
に
内
務
省
土
木
局
の
招
聰
で
来
朝
し
た
人
で
あ
る
が、淀川・木曽川の改修工事にあたったほか、大阪の築港計画に与り、東京の下水道に初めて西洋式の工事を行っ
た。明治三十四年に帰国したが、その翌年には上海に赴いて揚子江路改良工事を完成させた。このデレーヶの意見は
なかなか痛烈であるが、かれは、山林荒敗の悪弊を矯正するには法制だけでなく、視林巡査を設けて看守を十分にす
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
ｖ
す
で
に
官
林
に
も
濫
伐
の
弊
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
、
か
く
の
ご
と
ぎ
官
林
の
吏
員
は
直
ち
に
処
罰
す
る
か
、
む
し
ろ
放
免
す
る
が
よ
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
この意見に基づいたものか、十三年一一月、山林局長は、水源を養い土砂を汗ざ陰陽を調え気候を和するなど、すべ
て国士保持に関することは山林上とくに注意を要することであるから、用材林に至るまで輪伐区画を定め、暴伐にな
らないように注意すべきことなどを管下に通達し、デレーヶの意見書も添付した（汕燃号）。こういうとぎであったか
ら、奥津・深井両属の山林保護を指令のなかに記うことを要望する声を軽んずるわけにはいかなかった。
また、官林でなくなれば、山林局の力は及ばなくなった。すでに旧公有地でさえ地方庁の所轄であったから（眼櫛淵
砕棚鵬枇開撒棚す）、民有地に対しては、山林局は全く無力であった。の糸たらず、十一一一年七月より、山林局出張官が
取扱ってきた官林看守人や植林苗圃等のことも府県へ依托することになっていたから、民有地編入後の保護監理に条
件を付けようというのもむりではなかった。結局そのことが加えられて、十三年六月九日に、内務省から次ぎの指令
が出た。書面地所並雑木〈無代ヲ以テ下渡シ、五木並停止木〈金四千百弐拾円三拾四銭弐厘ヲ以テ払下、代金十ヶ年賦上
木
曽
山
林
の
地
租
改
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（
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長
野
県
で
は
こ
の
指
令
に
よ
っ
て
、
関
係
各
村
か
ら
受
書
・
抵
当
証
書
等
を
徴
し
、
ま
た
濫
伐
防
止
の
た
め
に
は
、
立
木
伐
採
の
さ
い
には所属郡役所へ届けて郡吏の検査を受けることなどを承諾させた。濫伐防止のためには、十一一一年に二分通、十四年
に二分通、残り六分通を十五年より八か年、都合十か年に分割伐採することとした。ところが十四年六月になって、
またまた故障が生じた。十四年四月に農商務省が設置され、山林局は内務省から移管されたが、その農商務省から、
前
の
十
年
六
月
の
長
野
県
の
伺
書
中
の
五
木
な
ら
び
に
停
止
木
払
下
は
、
申
立
の
木
数
と
実
際
の
員
数
と
や
や
齪
鵜
も
あ
る
や
に
聞
え
る
から、現存の立木はもちろん近時村民らが伐採した分をも悉く調査をして、至急提出するようにという達が発せられ
た（馴琳八号）・そこで八月より調査に着手し、翌十五年八月に完了したところによると、明治十年調の木数十一万七
本に対して、十四万五千五百余本を増加していたが、そのうちすでに七万八千五百余本は伐採されていた。農商務省
はこの増加分に対して払下代を増加しようとして、その代金取調べを指令したが、長野県では、広漠嶮岨の森林で、
現木数を得ることも容易ではなく、また前回の調査より数年を経ているので、前年の小苗木も再検のとぎの数に加わ
ることもあり、一旦終末を告げた処分を翻案されては人民に安堵の期がなく、将来の県治上にも影響が少なくないか
ら、十三年の内務卿の指令通りに据えおかれたい旨を上申した。
さて木曽谷明山の民有地編入は、明治十三年に至って一応の結末をゑたが、この民有地に編入されたのは、明山全
法
政
史
学
第
一
四
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三四
紬ノ義共闘届候、尤養源粁砂ノ場所〈勿論、其他右一一関セザルヶ所タリトモ、濫伐之弊無し之様、人民へ精々諭
達一一及、適宜ノ方法可一一相立一事、
但代金年賦上納相済候迄〈、該地所ヲ抵当トシテ差出サセ、若シ納金延滞候節〈、該地ヲ公売シテ代金ノ内延
滞ノ金額ヲ引去リ、残余ノ金員〈可一一下屋一旨相達シ、右承諾ノ後証書受坂、本文ノ通処分致スベキ儀卜相心
得、処分済ノ上証書写相添可一一届出一事、
このとき民有地に編入すべき公有地の反別は三万百五十五町歩余で、うち木立山反別は一一万六千九百八十八町歩余
五木櫻十一万百五十一一一本、うち十年六月以降盗伐木が一一一千百一一一十一本、その代金百四十五円八十一銭一一一厘で、残りの
五木棒は十万七千一一十一一本、その代金は三千九百七十四円五十一一銭九厘で、これを十一一一年より十か年賦に上納するわ
けであった（緋舵誹荊）。
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これに関連して、木曽谷の諸村は、明山が本来民有林であったことを主張し、十四年の五月には、「木曽谷山地官
民有区別之儀一一付御再調請願書」を県令宛に提出した。請願者は木曽谷一一十一か村（旧三十一一か村の合併したもの）
総
代
と
し
て
、
各
村
の
戸
長
の
ほ
か
若
干
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
請
願
書
で
は
、
第
一
条
に
古
来
の
沿
革
を
し
る
し
て
、
明
山
は
古
来
民
有
であったことを述べ、第二条に維新以後の変革をしるし、筑摩県権中属本山盛徳が、停止木のある所は官有であると
いう方針で官民有区分をし、その威圧に恐れて官林であることを認めざるを得なくなったもので、木曽谷一円耕宅地
および山地と合せた全地域の九割以上が官有地になってしまった。このために、肥料の下草を得るにも、寒地必要の
薪炭を求むるにも、日常に困難の情実であるが、この由来は官民の古書および実地の景況を問わず、停止木の生育地
をすべて官有としたためである。
其後官林御坂締追を仰出サル、一一随上、滕昧頑愚ノ山民、御規則ノ何タルヲ弁了スル能〈ズ、偏一一旧慣二泥ミ、
新ターー査定セラレタル官林一一入テ罪ヲ犯シ処刑ヲ豪ルモノ比々絶へズ、明治八九年以来今日二至り、木曽谷諸村
一一於テ犯罪ノ徒几四百有余人、其徴セラレシ蹟罪及追徴金几壱万千六百有余円ノ巨額ヲ出セリ、木曽谷廿一箇村
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
（
児
玉
）
三五
たも
。、
体の一部分に過ぎない。明山中でも森林の繁茂している部分はすでに官林にされていたのである。木曽谷の住民から
いえば、従来は明山には自由に出入し、五木および停止木を除いて雑木や下草を採取していたのが、官林となったた
めに、その自由も制限され、生活にも影響を生じてきた。
木曽谷の村念は中山道の宿駅や助郷として、負担もあったが、また収入の道もあったのが、維新後宿駅制は廃止さ
れ、旅行者は減少し、その方面の打撃もあるうえに、山林の採取区域が狭められ、山稼ぎの利を失った。ことに公有
地
を
民
有
地
に
編
入
す
る
た
め
に
数
年
を
要
し
た
か
ら
、
そ
の
間
の
生
活
の
苦
し
さ
は
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
すでに官林に編入された旧の明山については、官林境界調査が始まり、民地と接する場所については、その持主の
立会と、境界を認める受書を要求してくるので、これを拒否する風潮がみなぎってきた。ことに山稼ぎや川狩で労賃
を得ていた者にとっては、林材の伐採や川流しが行われなくなっては、生活ができなくなるので、それを要求して
も、官林の監理方法は画一的なので、木曽の特殊事情をほとんど考慮しない。そこにも大きな社会問題が生じてい
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法
政
史
学
第
一
四
号
一一一一ハ
一一一万七千有余ノ人民、之レヲ見聞シテ戦傑措ク所ヲ知ラズ、然ナガラ之レ人民皆昏愚ニシテ白ラ犯ス所ナレ。〈、
更一一寛仮スペキーーァーフザルガ如キモ、又退テ其情実ヲ熟察スレバ、人民ガ頓テ以テ命脈トスル処ノ山地ヲ故ナク
失上、必死困迫ノ極ヨリ仕出スノ所業ニシテ、亦潤涼スベキ実ナキニアラザルガ如シ、真一一人民一般生路ヲ失
上、十方一一暮果テ、唯帰泣ノ外他一一為スベキ様之レナク、コレ木曽谷山地維新以来ノ沿革ナリ、
こ
う
し
て
明
山
の
民
有
引
直
し
を
請
願
し
た
が
、
長
野
県
令
は
、
書
面
の
地
所
は
農
商
務
省
山
林
局
の
直
轄
で
あ
る
か
ら
、
当
県
に
お
いては受理できないとして却下した。そこで、さらに七月、惣代六名が農商務省山林局木曽出張所に対して、同様の
請願をしたが、同出張所は、その所見を付して山林局に真申し、その稟議を経た上で、書面願の趣聞き届け難しとし
て
却
下
し
た
。
そ
の
と
ぎ
の
出
張
所
の
所
見
中
に
は
、
木曽谷山林之儀〈旧尾州藩ノ取扱ヲ徴スル一一寸土モ民有ノ地〈無し之、悉皆官地一一シテ、其後享保年間初テ民有
林トナシタルモノヲ享保度山卜云上、天保年間僅一一民有林トナシタルモノヲ新立林ト云う、其余〈総山官林ナリ、
木曽谷明山卜唱フルモノハ、五木槻ヲ除キ、住民建築用、薪炭用一一供スベキ為〆、官林一一立入伐用ヲ許シタルマ
デノ事ナリ、今之ヲ引証スルトキハ紀州ニテモ土佐ニテモ九州一一テモ山林ノ事ヲ取扱フモノハ、立木払下等アル
箇所ヲ指シテ、某戈ノ御林山明タリト云へり、民林一一〈明クト云コトヲ云〈ズ、是一般全国山林従事者ノ山林語
ナリ、此語ヲ椎シテモ木曽谷明山〈官林ナルコト明カナリ、
明治八九年調査一一立会シ村駅吏惣代ナリ、今日ノ戸長総代〈調査立会ノ戸長総代ナリ、況昨年恩典一一出ダル明山
中ノ五木代金未納之分一一至ルマデ数万金之売買ヲナシ、浪売濫伐至ラザル所無し之、剰官林境界ヲ侵蝕盗伐シ、
売尽シ伐尽シ、而シテ官林樹木一一垂誕、網利ノ企図ヲナス一一至しり、
此請願〈従前調査立会シ村駅吏総代ノ職任ヲ継続セザル書面ナレバ、無論受理スベカラザルモノト存候、
なお追伸で、これ以上何度も請願する様子はないことと、一一三の首唱者が網利のために企図している風聞であると
述べている。先に長野県へ請願したときには二十七名が連署し一一十一か村全部の戸長または代理が含まれていたが、
木曽出張所へ請願のとぎには、戸長または代理はなく、残りの六名になっていた。翌十五年八月に農商務省へ請願し
た
と
き
に
は
、
吾
妻
村
の
島
崎
広
肋
と
日
義
村
の
征
矢
野
三
羽
の
一
一
名
だ
け
と
な
っ
た
。
こ
の
島
崎
広
肋
は
、
の
ち
に
東
京
で
高
等
周
旋
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業をなし、明治三十三年に、木曽谷の町村長らが宮内省の御料局長に対して下戻要求をしたときに、請願という不穏
当な手段を執らずに、哀願的態度で陳情するならば、宮内省でも相当の御下賜があるであろうといって、その仲介を
した人物である。木曽出張所で網利を計る一一三の者が中心であるといっているのは、広助らをさしたものかも知れな
いが、一一三の人の一一一一口動だけで動かされた問題ではなかった。
木曽谷の山林については、こののちにも幾年間にもわたる係争があり、結局明治三十八年に、当時木曽の山林を管
轄していた宮内省より二十五万円の御下賜金が出て、表面的には解決を告げたのである。
木曽谷で係争がおきた一つは、境界線に誤謬があるということであった。明治六七年に筑摩県属本山盛徳の調査が
あり、同七年に地理寮官員深井寛らの調査があり、その結果官林公有地とも囚至の境界を定めた。境界線には立木を
削
っ
て
、
官
林
界
木
と
墨
書
し
た
。
つ
い
で
明
治
九
年
に
再
調
査
を
行
っ
た
が
、
こ
の
と
き
の
境
界
も
樹
幹
を
削
っ
て
、
官
林
界
木
と
し
るした。その後同十四五年に官林再調査を行っている。九年と十四五年の境界線にはほとんど変化がなかったようで
あ
る
が
、
七
年
の
境
界
線
と
九
年
の
境
界
線
と
に
は
か
な
り
違
い
の
あ
っ
た
所
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
民
地
所
有
者
に
と
っ
て
、
九
年
の
境界線が不利の場合には七年の境界線を正当として、境界線誤謬訂正要求となった。明治三十一年に福島町大字岩郷
の山崎三十郎らの長野県に対する出願もそれであった。長野県より照会を受けた宮内省御料局名古屋支庁長は、
木曽谷官林境界〈明治七年初メテ調査セラレシモ同年ノ処分〈坂消ト相成、更一一同九年二調査シ確定シタルコト
ハ明治十年六月十八日租第二百八十弐号ヲ以テ貴県ヨリ地租改正事務局へ提出相成候木曽谷公有地無代下渡並立
木払下一一関スル伺書其他共当時ノ書類一一ヨリ明カナル次第一一有し之、而シテ右明治九年ノ調査一一対シテ（現二其
際地元一一於テ異議ナキ旨ノ請書ヲ差出シ居候ノミナラズ、尚其後明治十五年一一調査シタル同界線二対シテモ同様
承諾イタシ居候処、地元ヨリ彼是申出候理由無し之、
と回答し、長野県においても、これ左諒として、明治三十六年に、その願書を取り下げている（張糊韻貯噸肌醐鮒舵十）
明治七年に嶢かの本山盛徳の調査と、地理寮官員深井寛らの官林公有地存廃区分取調とがあるが、境界を定めたの
は後者であろうと考えられる。いずれにしても、本山の伝説的な行為も、境界の決定には直接関係がなかったことに
なる。木曽山林の地租改正（児玉）
一
一
一
七
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それならば、明治九年の決定が適正であったかというと、明治九年に筑摩県が廃せられ、信濃一国が長野県管下と
なったときに、旧筑摩県と旧長野県との間に、地租改正実施上の差異があったので、それが一つの参考になる。筑摩
県では、従前の公有地は、八年六月の地租改正事務局Ｚ第三号達により、官民有区分のさいに、すべて民有地第一種
に編入したが、旧長野県では、同年十二月の乙第十一号により、精細に一か所限り原因慣行等を調査したので、官有
地に属すべきものが七分通りにも及ぶ状況であったので、合県後、南北の平均をはかるために、明治十年に、長野県
は、南部（旧筑摩県管下）各大区戸長に対して、一旦決定したことであるから、次ぎの地租改正まで据え置くか、北
（旧長野県管下）大区と同じに改正するかについて意見を求めたが、ほとんど凡ての区で据置を希望した。しかし、
結局は、乙第十一号と九年の別報十一号派出官心得書に準拠して調査するのが至当となり、十年より、山林原野官民
有区別坂調として、県官が村灸を巡回することになった。この再調のさいにも、「木曽谷村々元公有地ノ義〈、旧地
理寮派出官ト旧県官員ト立会調査ノ侭ヲ以、其筋稟議済迄相除キ置、民有二定リタル上地価調査ノ条斉ヲ履ムモノト
ス」とされ（服鵬鵬桁鰄聞醐柵叶鵬新一）、再調の対象からはずされている。
これらの点からすれば、木曽の山林に対する筑摩県の処分がとくに苛酷であったとはいえないが、山林の地租改正
においては、その境界の確定にはかなり混乱があったのは避けられないことで、本山ほどの乱暴さはなくても、それ
ほど精密また正確なものではなかった。明治十五年九月に、長野県吏田中時則が本県地理課へ出した報告書の中にも
「福島村分界調査モ九年中草創ノ際一一テ、官一一於テモ手落ノナキモ離し量、野帳及ピ界木等モ漠タルモノニシテ」と
述べているほどである（淋鯆禰附糾官）・しかし、それよりも、一旦民有地編入を認めながら、これを取り消した地租
改正事務局の処置には、大いに非難されるべきものがある。また五木は有償、地所及び雑木は無償払下を決定しなが
ら、その立木数が過少であるとして、その再調を命じ、いたずらに遷延を重ねたことも問題であろう。それには、筑
摩県と、地理寮出張所との関係が円滑を欠いていたことも原因であろうが、木材がなくては生活できない木曽谷の人
民に対する処置としては、適切ではなかった。これらのことが、いっそう事柄を複雑にし、政治に対する不信感を強
めることとなって、初めにおいては、本山の鉄鞭に畏怖していた人民が、やがては人民の権利を主張し、後汽年まで
訴訟その他の方法で争うようになったもとである。
法
政
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